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阿蘇市のチャレンジワード

助けて、
落ちちゃう～
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今月号の表紙
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　トリックアートなどを
楽しむ錯覚美術館 in 阿蘇
が 11 月 13 日、14 日の
両日、阿蘇体育館で開か
れ、多くの来場がありま
した。
　地震からの復興を願い
市民に元気になってもら
おうと岡山旭川ロータ
リークラブが企画。床に
描かれた壁画を鏡に映
しだす作品（写真）など、
約 45 点の作品が展示さ
れ、来場者は、科学の不思
議を目の当たりにしなが
ら、楽しんでいました。
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夢を追いかけて

今 村 優 作

　僕の夢は料理人です。僕が食堂の手伝いをしている
時、料理を食べている人達は、みんな笑顔でした。
　僕達は今年、地震を経験しました。避難所では食べ
物が足りませんでした。そこで、僕のお母さん達がお
にぎりを作り、僕とお父さんで避難所に届けました。
みんなから「ありがとう。」の言葉をもらいました。
　僕はいろいろな人を笑顔にできる料理人になりた
いです。
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熊本地震から 7カ月―。
被害状況まとめ

4 月 14 日の発災から、7カ月以上が経過しました。大きな被害
を受けたここ阿蘇市では、応急的な復旧が進んではいるものの、
不便な生活を強いられている市民や事業者も多く、復旧、復興は
これからが本番です。
本年最後の広報あそ 12月号では、市民の皆さま方へこれまでの
被害状況のご報告と道路情報などについてお知らせします。

人的被害

死者 ０人
行方不明者 ０人
救急搬送 53件 うち、避難所からの救急搬送 21件
重傷者 1人
軽傷者 98人

住家被害

全壊 118件
大規模半壊 90件
半壊 656件
一部損壊 1,390件

合計 2,254件

義捐金・支援金の受入状況

件数 1,318件
受入金額 5億 1,886万 5,740円
（うち、県義捐金配分受入額） 3億 7,570万円

（１）阿蘇市熊本地震義捐金

※被災者に対する配分済額　　　　　　4 億 1,570 万円

（2）阿蘇市熊本地震支援金
件数 190件
受入金額 5,514万 5,000円

●�義捐金→被災された方に対し、生活支援や再建のた
めに、被害の程度に応じて、直接お届けします。

　（受付期間）平成 29 年 3 月 31 日（金）まで
　（主な振込先）　▶ 銀行名：ゆうちょ銀行
　　　　　　　　▶ 口座名義：阿蘇市熊本地震義捐金
　　　　　　　　▶ 口座番号：00970-9-209736

●�支援金→学校や道路の補修など、阿蘇市が行う災害
復旧事業などの財源として活用します。

　（受付期間）当面の間
　（主な振込先）　▶ 銀行名：肥後銀行 宮地支店
　　　　　　　　▶ 口座種別：普通
　　　　　　　　▶ 口座名義：阿蘇市災害復旧支援金
　　　　　　　　▶ 口座番号：1419208

住宅の被害認定調
査は随時受け付け
ています。自宅が被
災し、調査がお済み
で な い 方 は、お 早
めに税務課（☎ 22-
3148）に お 申 し 込
みください。

道路・橋りょう・河川被害

区分 箇所数 被害額

道路 157箇所
11億 5,302万円

（仙酔峡線、木落線ほか）

橋りょう 20箇所
7億 6,192万円

（新橋、新花原川橋ほか）

河川 58箇所
6億 1,589万円

（草原川、榊川ほか）
合計 235箇所 25億 3,083万円

現在、国の査定を受けており、査定済みの箇所から実施
設計を行い、発注を予定しています。

上下水道施設被害

区分 被害額
上水道 3億 4,620万円
簡易水道 2億 5,380万円

合計 6億円

現在、国の査定を受けており、査定済みの箇所から実施
設計を行い、道路復旧と調整をしながら随時発注を予
定しています。

（１）上水道施設

（２）下水道施設
区分 被害額

処理場（浄化センター）、中継ポンプ
場ほか 9件の管渠施設 3億 6,103万円

農林畜産関連被害
区分 規模 被害額

農地・農業用施設関係 3,092件 134億 6,020万円
治山・林道・林業施設など 96件 112億 4,710万円

農産物等関係 1024.91ha 4,244万円
5件 3億 7,038万円

畜産関係 15頭、19棟、39件 3億 1,368万円
合計 ― 254億 3,380万円

[ 震災復旧緊急対策経営体育成支援事業 ]
区分 件数 被害額

再建・取得・修繕 1,093件 40億 1,822万円
撤去 106件 1億 675万円

合計 1,199件 41億 2,497万円

（数値は 10 月 31 日時点の情報で、被害額など
は千円以下四捨五入でおおよその数。）

写
真
／
震
災
直
後
の
県
道
阿
蘇
吉
田
線（
草
千
里
付
近
）
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観光施設などの被害

宿泊客の減数 15万 1,000人
前年比 44％減
（市内 41施設）

観光客の入込減数 180万 2,000人 前年比 65％減

災害廃棄物受け入れ関係

災害廃棄物量 3万 9,645㌧

（H24 九州北部豪雨時の約 1.7 倍）

災害廃棄物処理費用 17億 1,599万円

（H24 九州北部豪雨時の約 2.7 倍）

教育関係等施設被害

区分 件数 被害額
学校関係施設 6件 3億 9,842万円

社会教育施設 4件 96万円

社会体育施設 5件 1億 1,412万円

グラウンド関係 4件 3,517万円

合計 18件 5億 4,867万円

公費解体申請件数

区分 件／棟数
解体撤去申請件数 549件

住宅解体棟数 352棟
うち解体済 278 棟

未了 74 棟

納屋等解体棟数 453棟
うち解体済 387 棟

未了 66 棟

合計 805棟
うち解体済 665 棟

未了 140 棟

[ 観光施設立入規制の状況 ]
●�立入規制→仙酔峡、市道狩尾幹線道路（天空の道）周

辺、兜岩展望所
● 規制解除→ 9 月 16 日阿蘇登山道路（草千里付近）の

全面通行止め解除（片側通行）
※阿蘇登山道路の冬期ゲート開放時間　7:30 ～ 18:00

中小企業等グループ補助金計画認定数

阿蘇市 10グループ 110事業所

熊本県内 374グループ 6,075事業所

一般の片付けごみの受け入れは 9 月末で終了。現在、畜
産農業協同組合跡地で公費解体、自主解体、自費解体な
どのみを受入中。

仮設住宅の設置状況

団地名 戸数 入居開始日
三久保団地（阿蘇北中跡地） 26戸 7月 14日

内牧団地（阿蘇体育館東） 19戸 7月 26日

黒川団地（中央病院跡地） 26戸 8月 25日

北塚団地（あぴか北側） 30戸 8月 29日

東池尻再建支援住宅（宮地） 15戸 6月 10日

戸数合計 116戸

阿蘇学校給食センターやアゼリア 21 などはすでに復
旧工事を完了。学校施設などは、査定終了後に工事に着
手予定。

医療センターの被害状況

区分 被害額
病院施設 2,633万円
医療機器 263万円

合計 2,896万円

再建支援窓口等の受付状況

受付業務 件数
り災証明書の発行 2,254件

被災証明書の発行 1,866件

災害見舞金の受付 834件

生活再建支援金の受付 292件

みなし仮設住宅の入居 125件

応急修理の申込 429件

※ 11月 1日時点

写真／震災直後の仙酔峡付近の山腹崩壊

次ページにつづく
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国道 57号復旧状況・ミルクロードの渋滞、冬期対策

国
道
57
号
北
側
復
旧
ル
ー
ト
の
工
事
着
手

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
は
、南
阿
蘇
村
の
阿
蘇
大
橋
付
近
の
大
規
模
な

斜
面
崩
壊
で
、通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る
国
道
57
号
の
復
旧
ル
ー
ト
と
な
る
、

阿
蘇
市
の
西
部
と
大
津
町
を
つ
な
ぐ
道
路
工
事
を
11
月
２
日
に
着
手
し
ま
し

た
。

車
帰
地
区
の
外
輪
山
に
長
さ
約
４
㌔
の
ト
ン
ネ
ル
を
掘
削
し
、赤
水
と
大
津
町

の
国
道
57
号
を
つ
な
ぐ
計
画
で
、道
路
延
長
は
約
13
㌔
、工
事
完
了
時
期
は
未

定
で
す
。

ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
渋
滞
対
策

国
道
57
号
の
迂
回
ル
ー
ト
と

な
っ
て
い
る
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
な

ど
の
渋
滞
・
安
全
対
策
と
し
て
、

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局

は
、二
重
峠
交
差
点
に
阿
蘇
市

方
面
か
ら
大
津
町
方
面
へ
の
左

折
レ
ー
ン
を
新
た
に
設
置
し
、

渋
滞
緩
和
を
図
り
ま
す
。（
写
真

下
）ま
た
、脱
輪
の
恐
れ
が
あ
る

箇
所
の
側
溝
に
蓋
を
設
置
し
、

道
路
幅
の
拡
幅
に
よ
り
円
滑
な

通
行
の
確
保
を
図
り
ま
す
。い

ず
れ
も
10
月
24
日
か
ら
着
手
し

て
い
ま
す
。

左折レーン新設イメージ（写真提供：国土交通省）

ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
冬
期
対
策

冬
期
対
策
と
し
て
、国
土
交
通

省
九
州
地
方
整
備
局
と
熊
本
県

で
は
、降
雪
時
の
チ
ェ
ー
ン
着

脱
場
所
、Ｕ
タ
ー
ン
場
所
、故
障

車
の
待
避
場
所
と
し
て
、ミ
ル

ク
ロ
ー
ド
な
ど
の
約
14
㌔
の
区

間
に
、11
カ
所
の
待
避
所
設
置

工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

合
わ
せ
て
夜
間
の
安
全
確
保
の

た
め
の
道
路
照
明
灯
と
、道
路

の
路
面
状
況
確
認
の
た
め
の
道

路
監
視
カ
メ
ラ
、そ
れ
ぞ
れ
22

基
が
設
置
さ
れ
ま
す
。（
11
月
末

完
成
予
定
）

（情報提供：国土交通省九州地方整備局熊本河川国道事務所より）

待避所イメージ（写真提供：国土交通省）

道
路
復
旧
工
事
の
進
捗
状
況
を
写
真
で
公
開
中
！

国
土
交
通
省
熊
本
河
川
国
道
事

務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、国
道

57
号（
現
国
道
・
復
旧
ル
ー
ト
）な

ど
の
道
路
復
旧
状
況
を
、毎
週
１

回
を
目
途
に
写
真
付
き
で
公
表

し
て
い
ま
す
。

62016.12 広報あそ 

ココからご覧いただけます。

[ 熊本河川国道事務所HP]



市民の皆さまへ熊本地震に関するお知らせ

　

市
税
の
減
免
措
置

　

熊
本
地
震
で
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
に

対
し
、平
成
28
年
度
課
税
分
の
個
人
市
民

税
、固
定
資
産
税
、国
民
健
康
保
険
税
に
つ

い
て
、被
害
の
状
況
に
応
じ
税
額
を
減
免

し
ま
す
。

　

減
免
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、申
請
書
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、詳
し
く
は
広
報
あ
そ
５
月
号
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、税
務
課（
☎
２
２
‐

３
１
４
８
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、個
人
市
民
税
及
び
国
民
健
康
保

険
税
に
つ
い
て
は
、損
害
額
か
ら
農
作
物

共
済
や
地
震
保
険
な
ど
に
よ
り
、補
て
ん

さ
れ
る
額
を
差
し
引
い
た
後
の
損
害
額
で

判
定
し
ま
す
。

　

�

軽
自
動
車
税
は
減
免
の

　

対
象
に
な
り
ま
せ
ん

　

軽
自
動
車
税
は
、４
月
１
日
現
在
の
所

有
状
況
に
よ
り
課
税
さ
れ
る
た
め
、熊
本

地
震
に
よ
る
減
免
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、災
害
に
遭
っ
た
車
両
は
、減
価
償

却
残
期
間
に
よ
り
所
得
税
の
雑
損
控
除
の

対
象
に
算
定
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

軽
自
動
車
の
廃
車
手
続
き
は
熊
本
県

軽
自
動
車
協
会（
☎
０
９
６
‐ 

３
６
９
‐

７
９
２
０
）、原
動
付
自
転
車
及
び
小
型
特

殊
自
動
車
に
つ
い
て
は
、税
務
課（
☎
２
２

-

３
１
４
８
）ま
た
は
各
支
所
に
て
手
続

き
く
だ
さ
い
。

　

�

雑
損
控
除
計
算
書
作
成

　

会
を
開
催
し
て
い
ま
す

　

熊
本
地
震
に
よ
り
、住
宅
や
家
財
な
ど

に
損
害
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、所
得
税
や

住
民
税
な
ど
の
軽
減
ま
た
は
免
除
を
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、確
定
申
告
の
際
、損
害
額

を
計
上
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、混
雑
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、被
災

地
を
管
轄
す
る
税
務
署
で
は
、市
町
村
と

の
共
催
に
よ
り
10
月
か
ら
12
月
に
か
け

て
、雑
損
控
除
計
算
書
作
成
会
を
開
催
し
、

確
定
申
告
時
期
の
混
雑
緩
和
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
と
見
込
ま
れ
る
方
に
は
、税

務
署
か
ら
作
成
会
へ
の
案
内
文
書
を
順
次

送
付
し
て
い
ま
す
の
で
ご
出
席
く
だ
さ

い
。

　

案
内
を
受
け
て
い
な
い
場
合
も
、相
談

な
ど
を
希
望
さ
れ
る
方
は
阿
蘇
税
務
署

（
☎
２
２
‐
０
５
５
１
）に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

�

災
害
見
舞
金
の
申
請
は

　

お
済
み
で
す
か
？

　

罹
災
証
明
の
半
壊
以
上
の
方
で
災
害
見

舞
金（
全
壊
５
万
円
、大
規
模
半
壊
・
半
壊

３
万
円
）の
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は

申
請
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。ま
た
、被
災
者
生
活
再
建
支
援
金

（
全
壊
・
大
規
模
半
壊
、半
壊
で
家
屋
を
解

体
さ
れ
た
方
）の
申
請
が
お
済
み
で
な
い

方
も
併
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

（
福
祉
課　

☎
２
２
‐
３
１
６
７
）

　

�

被
災
者
生
活
再
建
支
援

　

金
基
礎
支
援
金
の
申
請

　

期
限
が
延
長
さ
れ
ま
し
た

同
支
援
金
の
申
請
期
限
は
、来
年
５
月
13

日
ま
で
で
し
た
が
、平
成
30
年
５
月
13
日

ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。な
お
、加
算
支
援

金
申
請
期
間（
平
成
31
年
５
月
13
日
ま
で
）

は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
福
祉
課　

☎
２
２
‐
３
１
６
７
）

倒壊等建物の職権滅失登記を
職権で行います

熊本地方法務局では、熊本地震により倒壊
した建物などについて、被災された方々の
登記申請の負担軽減を図り、被災地の速や
かな復興のため、所有者の申請によらずに
登記官の職権で、順次、滅失登記を行います。
特に登記を急がれる場合を除いては、自ら

『建物滅失登記』を申請していただく必要
はありません。
滅失登記を行った場合は、法務局から所有
者の方々に登記完了通知を送付しますの
で、その内容の確認をお願いします。
なお、以下の事案などは、職権による滅失
登記の対象となりませんのでご了承くだ
さい。
（職権による滅失登記の対象外事案）
⑴ 建物の倒壊が一部分のため、全体が滅失

したとは認定できない場合
⑵ 居宅と物置がある建物のうち、居宅のみ

が倒壊した場合
（問い合わせ）
　 熊本地方法務局不動産登記部門復興事

業対策室
　☎０９６- ３６４- ２２２１

災害ごみ／年末年始の受け入れ

●受入休止予定日
　12 月 26 日㈪～１月５日㈭
※ �12 月 25 日（日）は本来の休止日の
ため、12月は 24日（土）が受入最終
日になります。

※�現在は、公費解体などの解体ごみの
みを受け入れています。

（問い合わせ） 市役所市民課 生活衛生係
　　　　　　☎２２－３１３５
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阿
蘇
市
の
保
育
園
で
待
機
児
童
が

何
名
ほ
ど
い
る
の
か
？

　
年
度
途
中
に
お
け
る
保
育
園
の
入

所
申
請
者
に
対
し
、毎
月
入
所
判
定

を
し
て
い
る
が
、定
員
が
限
ら
れ
て
お
り
、

ど
う
し
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
子
ど
も

が
10
～
20
人
い
る
。３
歳
か
ら
５
歳
児
ま

で
は
十
分
に
受
け
入
れ
で
き
る
が
、０
歳

児
の
場
合
は
、保
育
士
１
人
に
つ
き
３
人

ま
で
し
か
保
育
が
で
き
ず
、入
所
待
ち
で

一
番
多
い
の
は
０
歳
児
で
あ
る
。待
機
児

童
解
消
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

保
育
士
の
確
保
、施
設
の
面
積
の
問
題
な

ど
、な
か
な
か
年
度
途
中
の
入
所
申
請
を

全
て
受
け
入
れ
る
状
況
に
な
い
。年
度
当

初
は
、待
機
児
童
は
ほ
と
ん
ど
発
生
し
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
。【
市
民
部
長
】
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小
倉
遊
水
地
の
整
備
が
進
み
、あ
と

１
年
で
完
了
す
る
計
画
と
聞
い
て

い
る
が
、そ
の
後
の
管
理
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
？
高
齢
化
で
作
業
が
で

き
な
く
な
っ
て
お
り
、業
者
委
託
な
ど
は

考
え
て
い
る
の
か
？

　
堤
防
に
つ
い
て
は
、コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
は
な
く
土
の
堤
防
に
な
る
た
め
、

管
理
し
な
け
れ
ば
雑
草
が
生
い
茂
っ
て
、

耕
作
に
も
影
響
が
で
て
く
る
。今
後
の
維

持
管
理
に
つ
い
て
、市
と
連
携
を
図
り
、ま

た
草
の
生
え
な
い
技
術
の
検
討
を
始
め
て

い
る
。初
期
投
資
で
生
え
な
い
よ
う
に
す

る
の
か
、管
理
を
徹
底
し
て
い
く
の
か
、案

を
ま
と
め
て
ご
相
談
し
た
い
と
思
う
。【
県

振
興
局
土
木
部
】

　
来
春
の
野
焼
き
に
つ
い
て
、狩
尾
幹

線
道
路
が
地
震
の
影
響
で
利
用
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、狩
尾
・
跡
ケ
瀬
・
的
石

地
区
は
連
携
が
で
き
ず
、野
焼
き
の
実
施

が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。狩

尾
幹
線
の
全
線
が
通
れ
な
い
の
か
、一
部

は
通
れ
る
の
か
、何
ら
か
の
対
策
を
講
じ

な
い
と
野
焼
き
の
際
、人
的
被
害
が
発
生

す
る
こ
と
も
考
え
ら
る
。

　
こ
れ
ま
で
通
っ
て
い
た
狩
尾
幹
線

道
路
が
使
用
で
き
な
い
こ
と
か
ら

野
焼
き
の
実
施
が
非
常
に
困
難
な
状
況
と

な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。緊
急
に
行
っ

た
火
入
れ
会
議
の
中
で
も
多
く
の
問
題

点
が
指
摘
さ
れ
、野
焼
き
が
で
き
な
い
場

合
で
あ
っ
て
も
輪
地
切
り
・
輪
地
焼
き
は

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
願
い
し
て
い

る
。今
後
、牧
野
組
合
・
区
長
・
関
係
団
体
な

ど
と
十
分
に
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

【
経
済
部
長
】

QA

平成２８年度

市政報告会質疑応答

10
月
４
日
か
ら
31
日
に
か
け
て
、市
内
11
会
場
で「
市
政

報
告
会
」を
開
催
し
、昨
年
よ
り
も
多
い
５
７
８
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。11
回
目
を
迎
え
る
こ
と
し
は
、４
月

に
発
生
し
た
熊
本
地
震
に
伴
う
被
害
状
況
や
復
旧
復
興

に
向
け
て
の
今
後
の
対
応
を
中
心
に
報
告
し
た
後
、意
見

交
換
の
時
間
で
は
、会
場
か
ら
活
発
な
ご
意
見
や
ご
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。今
月
号
で
は
、各
会
場
に
お
け
る
質
疑

応
答（
要
旨
）に
つ
い
て
、一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

A Q

Q

A

（問い合わせ）
総務課�秘書広報係
☎ 22-3111

工事が進められている小倉遊水地の工事現場



　
市
内
に
地
震
計
は
い
く
つ
あ
る
の

か
。

　
阿
蘇
市
内
で
は
、旧
町
村
ご
と
に
１

基
ず
つ
、内
牧
支
所
、一
の
宮
運
動

公
園
、旧
波
野
支
所
に
設
置
し
て
い
る
。

【
総
務
課
長
】

　
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
で
凍
結
防
止
剤
を

散
布
す
る
場
合
、片
側
通
行
に
な
る

の
か
。ノ
ー
マ
ル
タ
イ
ヤ
に
つ
い
て
は
通

行
を
制
限
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。全

面
通
行
止
め
に
は
な
ら
な
い
よ
う
に
管
理

を
徹
底
し
て
ほ
し
い
。

　
凍
結
防
止
剤
は
、散
布
車
の
前
後
か

ら
走
行
し
な
が
ら
散
布
し
、通
行
の

際
に
は
片
側
１
車
線
通
行
に
な
る
予
定
で

あ
る
。冬
季
の
道
路
管
理
は
国
土
交
通
省

が
行
う
が
、通
行
止
め
は
で
き
る
限
り
回

避
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
規
制
は

難
し
い
と
思
わ
れ
る
。【
県
振
興
局
土
木

部
】

　
尾
ヶ
石
地
区
が「
陸
の
孤
島
」と
な

ら
な
い
よ
う
に
地
域
高
規
格
道
路

の
整
備
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。ル
ー

ト
決
定
に
あ
た
っ
て
は
今
の
国
道
57
号
と

は
違
っ
た
ル
ー
ト
を
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
。ル
ー
ト
設
定
も
地
域
の
活
性
化
と
熊

本
市
内
か
ら
の
通
勤
30
分
ル
ー
ト
な
ど
の

構
想
と
併
せ
て
お
願
い
し
た
い
。

　
現
在
、地
域
高
規
格
道
路
に
つ
い
て

は
、大
分
県
側
と
期
成
会
を
組
織
し

進
め
て
い
る
。市
と
し
て
も
、熊
本
地
震
の

影
響
も
考
え
て
、今
後
の
ル
ー
ト
選
定
な

ど
、改
め
て
方
向
性
を
決
め
て
い
き
た
い

と
思
う
。【
市
長
】

　
地
震
に
続
き
、６
月
の
豪
雨
に
よ

り
、乙
姫
川（
国
道
57
号
付
近
）の
川

底
に
一
層
土
砂
が
堆
積
し
て
お
り
、非
常

に
浅
く
な
っ
て
い
る
。ま
た
、橋
脚
に
流
木

が
詰
ま
っ
て
い
る
箇
所
も
見
受
け
ら
れ

る
。現
在
、浚し
ゅ
ん
せ
つ渫な
ど
の
対
応
を
さ
れ
て
い

る
よ
う
だ
が
、今
後
も
引
き
続
き
重
点
箇

所
と
位
置
づ
け
、対
応
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
地
震
等
に
よ
り
地
盤
が
緩
み
、土
砂

が
流
入
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。特

に
堆
積
し
た
箇
所
か
ら
順
次
浚
渫
を
し
て

い
る
。な
お
、乙
姫
川
上
流
に
砂
防
堰
堤
の

嵩
上
げ
を
計
画
し
て
お
り
、本
年
度
中
に

完
成
を
予
定
し
て
い
る
。【
県
振
興
局
土
木

部
】

　
国
道
57
号
よ
り
上
流
は
市
の
管
理

で
あ
り
、６
０
０
㍍
程
度
に
わ
た
っ

て
川
底
の
浚

し
ゅ
ん
せ
つ渫
工
事
を
近
日
中
に
実
施
予

定
で
あ
る
。【
土
木
部
長
】

　
住
民
健
診
な
ど
が
、昨
年
ま
で
は
旧

乙
姫
小
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
た

が
、本
年
か
ら
阿
蘇
小
学
校
で
の
実
施
と

な
っ
た
。Ｊ
Ｒ
も
運
休
中
で
あ
り
、乙
姫
地

区
の
住
民
と
し
て
は
大
変
不
便
で
あ
る
。

旧
乙
姫
小
学
校
体
育
館
の
補
修
と
併
せ
、

検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
乙
姫
地
区
か
ら
で
は
交
通
の
便
も

良
く
な
い
た
め
、健
診
場
所
を
旧
乙

姫
小
学
校
に
戻
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
。ま
た
、体
育
館
に
つ
い
て
も
、避
難
所

等
の
用
途
に
供
す
る
こ
と
か
ら
補
修
を
行

う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
う
。【
市
長
】

　
Ｊ
Ｒ
内
牧
駅
舎
は
、震
災
前
の
計
画

に
よ
る
と
、Ｊ
Ｒ
九
州
が
建
て
替
え

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、ど
う
な
っ
た
の

か
？

　
Ｊ
Ｒ
と
し
て
は
、新
駅
舎
建
設
は
見

合
わ
せ
て
い
る
。現
駅
舎
は
間
も
な

く
取
り
壊
す
見
込
み
で
あ
る
と
聞
い
て
い

る
。今
後
、Ｊ
Ｒ
側
か
ら
新
情
報
が
あ
っ
た

ら
地
元
に
お
示
し
し
た
い
。【
経
済
部
長
】
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解体された内牧駅舎の跡地

（
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）



　
Ｊ
Ｒ
の
早
期
復
旧
は
、公
共
交
通
機

関
と
し
て
の
Ｊ
Ｒ
の
責
務
と
考
え

て
い
る
が
、復
旧
の
期
限
は
明
記
さ
れ
て

お
ら
ず
、当
分
の
間
と
さ
れ
て
い
る
。復
旧

に
つ
い
て
は
長
期
化
が
予
想
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、県
及
び
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
に
お

い
て
、本
市
の
要
望
を
的
確
に
伝
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。【
教
育
部
長
】

　
地
震
に
よ
り
、揚
水
ポ
ン
プ
や
井
戸

が
被
災
し
て
使
え
な
く
な
っ
て
い

る
。国
の
補
助
事
業（
経
営
体
育
成
支
援
事

業
）は
、農
地
の
貸
借
の
場
合
、補
助
金
を

出
す
こ
と
が
で
き
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
。借
り
て
い
る
農
地
は
元
に
戻
し
て

返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、補
助
金
が
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医
療
セ
ン
タ
ー
地
下
に
72
基
の
免

震
装
置
を
施
し
て
い
る
が
、Ｎ
Ｈ
Ｋ

番
組
に
て
免
震
設
備
は
不
完
全
と
の
放
送

が
な
さ
れ
た
。現
在
の
認
識
は
ど
う
か
。

　　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル「
我
が
家
は
大

丈
夫
か
」の
タ
イ
ト
ル
で
放
送
さ
れ

た
と
思
う
。番
組
の
構
成
上「
免
震
設
備
は

大
丈
夫
か
」と
い
っ
た
内
容
で
あ
っ
た
。取

材
で
は
、免
震
装
置
の
お
か
げ
で
被
害
も

最
小
限
に
収
ま
っ
た
。入
院
患
者
の
ケ
ガ
、

医
療
機
器
の
損
傷
も
な
く
当
院
と
し
て
は

有
効
性
が
あ
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。た

だ
、番
組
で
は
、長
周
期
地
震
動
と
い
う
東

日
本
大
震
災
の
と
き
、海
の
方
で
起
こ
っ

た
震
源
が
今
回
内
陸
部
で
発
生
し
た
と
い

う
こ
と
で
、今
回
の
地
震
の
よ
う
な
横
揺

れ
が
激
し
い
場
合
、超
高
層
ビ
ル
な
ど
で

の
免
震
を
採
用
し
て
も
大
丈
夫
な
の
か
と

い
う
内
容
で
あ
っ
た
と
思
う
。建
設
当
時

は
、建
築
費
の
高
騰
や
割
増
が
あ
り
、免
震

装
置
が
必
要
か
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た

が
、検
証
と
し
て
採
用
し
て
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
る
。【
医
療
セ
ン
タ
ー
事
務
部
長
】

　
的
石
地
区
は
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン（
土
砂

災
害
特
別
警
戒
区
域
）と
し
て
指
定

し
て
あ
る
箇
所
が
あ
る
。区
域
指
定
の
際

に
説
明
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、家

を
建
て
る
と
き
に
建
築
確
認
が
難
し
い
と

い
っ
た
明
確
な
説
明
が
な
か
っ
た
。４
年

前
の
水
害
の
時
は
２
㍍
浸
水
し
た
場
合
は

そ
れ
だ
け
の
嵩
上
げ
工
事
を
や
っ
て
く
れ

て
い
る
。地
震
に
つ
い
て
は
何
も
な
い
。水

害
と
同
じ
よ
う
に
擁
壁
を
設
置
す
る
こ
と

も
国
で
や
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
要
望
し

て
ほ
し
い
。市
と
県
の
見
解
を
お
聞
か
せ

願
い
た
い
。

　
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
区
域
内
に
指
定
の

際
の
地
区
説
明
会
に
お
い
て
、家
を

建
て
替
え
る
場
合
は
、土
石
流
な
ど
に
耐

え
ら
れ
る
構
造
に
す
る
か
、山
側
に
規
定

し
た
高
さ
の
擁
壁
な
ど
を
作
る
必
要
が
あ

る
と
説
明
し
て
い
る
。【
県
振
興
局
土
木
部
】

　
こ
の
問
題
は
、重
要
な
も
の
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン

の
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、学
術
的
に
危
険

で
あ
る
と
し
て
指
定
を
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、行
政
が
指
定
し
て
い
る
以
上
は
、行
政

が
責
任
を
持
っ
て
し
っ
か
り
と
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。改
め
て
説
明
会
を
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。【
市
長
】

※�

�11
月
８
日
に
、狩
尾
、的
石
、車
帰
地
区
を
対
象

と
し
て
再
度
説
明
会
を
実
施
。

　
全
壊
で
あ
っ
て
も
生
活
再
建
支
援

金
３
０
０
万
円
と
土
砂
災
害
危
険

住
宅
移
転
促
進
事
業
補
助
金
３
０
０
万
円

は
併
用
で
き
な
い
と
聞
い
て
い
る
。住
宅

再
建
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
私
た
ち

の
支
援
の
た
め
、県
は
国
に
対
し
て
何
か

ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
る
の
か
？
こ

れ
だ
け
の
建
築
規
制
が
か
か
る
な
ら
地
元

に
居
た
く
て
も
住
め
な
い
。

　
補
助
制
度
の
重
複
は
で
き
な
い
と

聞
い
て
い
る
。国
へ
の
要
望
な
ど
に

つ
い
て
は
、行
っ
て
い
る
か
ど
う
か
把
握

し
て
い
な
い
。【
県
振
興
局
土
木
部
】

※��

11
月
８
日
に
、狩
尾
、的
石
、車
帰
地
区
を
対
象

と
し
て
再
度
説
明
会
を
実
施
。

　
中
高
生
の
子
ど
も
が
い
る
が
、Ｊ
Ｒ

の
復
旧
時
期
が
未
定
と
聞
い
て
い

る
。宮
地
駅
か
ら
大
津
駅
ま
で
の
代
替
バ

ス
は
一
般
客
が
乗
車
で
き
ず
、阿
蘇
市
の

循
環（
路
線
）バ
ス
は
、赤
水
駅
ま
で
来
て

い
な
い
。学
校
選
び
が
限
定
さ
れ
る
。こ

の
ま
ま
で
あ
れ
ば
、子
ど
も
は
阿
蘇
に
住

ん
で
い
ら
れ
な
い
。県
と
市
で
プ
ラ
ン
を

練
っ
て
ほ
し
い
。

平成２８年度

市政報告会質疑応答
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Q 市政報告会を受け、11月 8日に実施された土砂災
害警戒区域等の指定に伴う説明会の様子
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阿蘇医療センター地下に設置されて
いる免震装置



に
頑
張
っ
て
お
ら
れ
、白
い
苺
を
つ
く
っ

た
り
、農
業
ク
ラ
ブ
の
全
国
大
会
で
発
表

し
た
生
徒
も
い
る
。運
動
面
に
お
い
て
も
、

馬
術
部
や
日
本
拳
法
な
ど
頑
張
っ
て
い

る
。農
業
に
関
心
を
持
ち
、大
津
町
や
熊
本

市
か
ら
通
っ
て
こ
ら
れ
て
い
る
生
徒
さ
ん

も
い
る
。義
務
教
育
で
は
、地
元
の
い
ろ
ん

な
自
然
体
験
学
習
や
職
場
体
験
に
取
り
組

ん
で
い
る
。阿
蘇
に
は
こ
ん
な
素
晴
ら
し

い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
認
識
し
た
り
、地

元
の
良
さ
に
気
づ
く
体
験
学
習
と
な
っ
て

い
る
。進
学
の
た
め
に
一
度
、阿
蘇
を
出
る

子
ど
も
さ
ん
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

地
元
の
良
さ
に
気
付
き
、社
会
の
厳
し
さ

を
経
験
し
た
う
え
で
、ま
た
、阿
蘇
に
帰
っ

て
く
る
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
で
て
く

れ
ば
、ま
た
、違
っ
た
新
し
い
社
会
が
で
き

て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。そ
う
い
う
こ
と

で
、小
・
中
学
校
で
は
教
育
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。【
教
育
長
】

　
高
校
の
再
編
に
つ
い
て
は
、ご
質
問

の
と
お
り
、心
配
を
し
て
い
た
生
徒

数
の
減
少
が
現
実
に
出
て
き
て
い
る
。私

は
熊
本
県
の
高
校
再
編
に
関
す
る
自
治
体

協
議
会
の
一
役
員
を
し
て
い
る
が
、今
回

の
高
校
再
編
で
は
、阿
蘇
地
区
も
天
草
地

区
も
対
象
校
が
あ
り
、そ
の
中
で
、と
に
か

く
検
証
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。再
編
を

し
た
だ
け
で
検
証
を
し
な
け
れ
ば
意
味
が

な
い
と
県
に
は
苦
言
を
呈
し
て
い
る
。検

証
に
よ
っ
て
は
、再
編
の
見
直
し
も
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い

る
。【
市
長
】

　
体
育
館
で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
あ

る
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
し
て
い
る
が

支
援
物
資
が
あ
る
た
め
、体
育
館
が
使
用

で
き
な
い
。小
学
校
の
教
室
な
ど
に
移
す

こ
と
は
可
能
か
。物
資
の
撤
去
は
で
き
る

だ
け
早
く
お
願
い
し
た
い
。ま
た
、運
動
場

は
草
が
生
い
茂
っ
て
お
り
、管
理
は
お
願

い
で
き
な
い
か
？

11 広報あそ 2016.12

使
え
な
い
た
め
、ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど
相
当

な
費
用
が
か
か
る
。耕
作
放
棄
地
の
増
加

に
も
つ
な
が
る
。こ
の
制
度
は
ど
こ
で
ど

う
決
ま
っ
た
の
か
？
今
後
の
課
題
と
し
て

検
討
し
て
欲
し
い
。

　
経
営
体
育
成
支
援
事
業
に
つ
い
て

は
、農
業
所
得
が
あ
り
継
続
的
に
取

り
組
む
こ
と
な
ど
の
要
件
が
あ
る
。農
機

具
、格
納
施
設
、畜
舎
な
ど
農
業
用
施
設
が

対
象
と
な
る
も
の
で
、農
業
経
営
を
さ
れ

て
い
な
い
方（
農
業
所
得
が
な
い
方
）の
納

屋
な
ど
に
つ
い
て
は
、現
行
制
度
で
は
対

象
と
な
ら
な
い
。対
象
外
の
も
の
を
市
で

対
応
す
る
こ
と
も
現
状
で
は
行
わ
な
い
こ

と
と
し
て
お
り
、他
の
手
当
が
な
い
か
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。【
経
済
部
長
】

　
降
灰
や
今
回
の
地
震
に
よ
り
、黒
川

河
川
の
川
底
が
盛
り
上
が
っ
て
い

る
。農
業
用
水
の
吸
水
管
の
取
水
口
が
埋

ま
っ
て
お
り
、こ
れ
に
よ
っ
て
取
水
で
き

ず
何
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
農
地
の
作
付
け

が
で
き
て
い
な
い
。河
川
の
床
掘
を
し
、吸

水
可
能
と
な
る
よ
う
な
補
助
事
業
は
な
い

か
？
来
年
の
作
付
け
が
で
き
な
い
た
め
、

検
討
を
お
願
い
し
た
い
。こ
れ
ま
で
の
よ

う
な
不
十
分
な
掘
削
で
は
、雨
が
降
る
た

び
、何
回
も
堆
積
し
て
し
ま
う
。で
き
れ
ば

早
く
実
施
し
て
ほ
し
い
。

　
現
状
に
お
い
て
、河
川
は
至
る
と
こ

ろ
で
土
砂
が
堆
積
し
て
い
る
。撤
去

を
一
斉
に
行
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、

優
先
順
位
を
つ
け
て
取
り
組
む
よ
う
計
画

し
て
い
る
。取
水
口
の
掘
削
に
つ
い
て
は
、

熊
本
県
土
木
部
及
び
農
林
部
で
は
対
応
で

き
な
い
。【
県
振
興
局
土
木
部
・
農
林
部
】

　
県
の
高
校
再
編
に
つ
い
て
、阿
蘇
市

で
は
２
校
あ
っ
た
高
校
が
１
校
に

な
っ
た
。し
か
し
、そ
の
効
果
は
表
れ
て

お
ら
ず
、逆
に
生
徒
数
は
減
っ
て
い
る
状

況
。ま
た
、こ
の
よ
う
な
地
震
が
あ
る
と
、

阿
蘇
市
か
ら
熊
本
市
へ
も
通
え
ず
、熊
本

市
か
ら
阿
蘇
市
に
来
た
生
徒
た
ち
も
帰
れ

な
い
。一
番
危
惧
さ
れ
る
の
は
、高
校
進
学

の
問
題
で
あ
る
。家
族
ご
と
阿
蘇
市
外
へ

の
引
っ
越
し
を
考
え
て
い
る
人
も
、現
に

引
っ
越
さ
れ
て
い
る
人
も
い
る
。こ
の
ま

ま
で
は
、阿
蘇
市
の
人
口
が
ま
す
ま
す
減

少
し
て
し
ま
う
。中
学
校
の
進
路
指
導
な

ど
で
ど
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
し
て
い
る

の
か
。

　　
高
校
再
編
は
、県
の
管
轄
で
あ
り
、

お
応
え
は
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
が
、中
学
３
年
生
の
親
御
さ
ん

た
ち
が
、進
路
に
対
し
、い
ろ
い
ろ
悩
み
が

あ
る
と
い
う
話
は
よ
く
聞
い
て
い
る
。

　

最
終
的
に
は
学
校
と
保
護
者
と
子
ど
も

さ
ん
で
決
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、個

人
的
に
は
、今
、阿
蘇
中
央
高
校
は
、非
常

平成２８年度

市政報告会質疑応答
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中
通
小
学
校
の
二
つ
の
教
室
に
も

支
援
物
資
を
保
管
し
て
お
り
、体
育

館
の
物
資
全
て
を
移
動
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。宮
地
小
の
教
室
も
あ
る
た
め
、中
身

を
精
査
し
て
な
る
べ
く
宮
地
小
学
校
へ
移

動
し
た
い
。グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、今

年
度
は
ひ
か
り
幼
稚
園
に
使
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。職
員
で
の
対
応
で
は
、地
震
も

あ
り
草
刈
り
が
追
い
つ
か
な
い
状
況
に
あ

る
こ
と
か
ら
、適
正
な
管
理
が
で
き
る
よ

う
検
討
し
て
い
き
た
い
。【
教
育
部
長
】

　
小
嵐
山
堰
の
北
側
に
土
砂
が
溜

ま
っ
て
い
る
。平
成
24
年
の
災
害
で

は
あ
の
堰
を
全
部
開
放
し
て
い
れ
ば
東
下

原
な
ど
は
浸
か
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。

　
堰
の
管
理
に
つ
い
て
は
現
地
を
確

認
し
た
い
。【
経
済
部
長
】

　
小
嵐
山
付
近
を
流
れ
る
黒
川
は
県

が
管
理
を
し
て
お
り
、地
震
後
火
山

灰
な
ど
で
川
の
中
に
土
砂
が
入
っ
て
き
て

い
る
。現
在
、出
水
期
が
過
ぎ
た
の
で
堆
積

状
況
を
調
べ
て
お
り
、危
な
い
と
こ
ろ
か

ら
優
先
順
位
を
つ
け
て
異
常
堆
砂
し
て
い

る
と
こ
ろ
は
浚
渫
し
て
い
き
た
い
。【
県
振

興
局
土
木
部
】

　
国
道
57
号
滝
室
坂
ト
ン
ネ
ル
工
事

に
際
し
、坂
梨
の
水
源
へ
の
影
響
を

心
配
し
て
い
る
。国
土
交
通
省
は
、ト
ン
ネ

ル
を
掘
っ
て
み
な
い
と
水
源
へ
の
影
響
は

分
か
ら
な
い
と
話
し
て
い
る
と
聞
い
た
が

ど
う
な
の
か
。

　
国
土
交
通
省
で
は
、滝
室
坂
道
路
の

ト
ン
ネ
ル
工
事
に
際
し
、専
門
家
で

構
成
す
る
ト
ン
ネ
ル
検
討
委
員
会
を
組
織

し
、地
質
調
査
な
ど
を
行
い
、水
源
へ
の
影

響
を
検
討
し
て
い
る
。し
か
し
、工
事
を
し

な
け
れ
ば
影
響
が
分
か
ら
な
い
部
分
も
あ

り
、影
響
を
確
認
・
対
処
し
な
が
ら
工
事
を

進
め
る
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。市
と
し

て
も
水
源
を
枯
ら
さ
な
い
こ
と
が
最
も
重

要
と
認
識
し
て
お
り
、今
後
国
土
交
通
省

と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
対
応
し
た
い
。【
土

木
部
長
】

　
震
災
に
よ
っ
て
立
野
の
国
道
57
号

が
寸
断
さ
れ
、阿
蘇
市
に
向
か
う
道

路
事
情
が
悪
く
な
り
、観
光
客
が
減
少
し

て
い
る
。ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
冬
場
の
通
行

は
観
光
客
が
来
る
の
に
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て

い
る
。一
車
線
で
も
良
い
の
で
、立
野
の
国

道
57
号
の
一
日
も
早
い
復
旧
は
で
き
な
い

も
の
か
。

　
県
と
し
て
も
立
野
の
国
道
57
号
現

道
が
一
日
も
早
く
復
旧
す
る
こ
と

を
望
ん
で
い
る
が
、国
土
交
通
省
か
ら
は
、

は
っ
き
り
と
し
た
目
途
は
た
っ
て
い
な
い

と
の
回
答
で
あ
っ
た
。こ
れ
ま
で
、ミ
ル
ク

ロ
ー
ド
の
管
理
は
県
で
行
っ
て
い
た
が
、

国
道
57
号
の
代
替
え
ル
ー
ト
と
し
て
、冬

場
の
凍
結
対
策
等
は
国
が
行
う
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。冬
場
の
国
道
57
号
滝
室
坂

の
凍
結
対
策
を
ご
存
知
と
思
う
が
、同
様

の
レ
ベ
ル
の
高
い
管
理
が
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド

で
も
行
わ
れ
る
。【
県
振
興
局
土
木
部
】

　
10
月
８
日
の
中
岳
噴
火
に
伴
い
、

宮
地
地
区
に
は
大
量
の
火
山
灰
が

降
っ
た
。住
宅
の
屋
根
や
樋
に
火
山
灰
が

堆
積
し
て
お
り
、高
齢
者
世
帯
に
と
っ
て

は
苦
慮
し
て
い
る
。一
昨
年
、降
灰
除
去
に

伴
う
単
県
事
業
で
高
齢
者
向
け
の
支
援
が

あ
っ
た
と
思
う
が
、今
回
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
？

　
２
年
前
の
降
灰
の
際
に
は
、県
の
補

助
が
あ
り
、自
力
で
除
去
で
き
な
い

高
齢
者
や
障
害
者
世
帯
な
ど
が
対
象
で

あ
っ
た
が
、１
件
の
申
請
で
あ
っ
た
。今
回

は
、前
回
の
補
助
事
業
要
綱
が
失
効
し
て

い
る
の
で
、県
に
火
山
灰
除
去
助
成
制
度

の
設
置
を
要
望
し
て
い
る
。現
段
階
で
は

前
回
と
同
じ
よ
う
な
補
助
を
す
る
と
の
回

答
は
い
た
だ
い
て
い
な
い
。市
と
し
て
は
、

高
齢
者
が
多
く
高
所
で
の
作
業
は
危
険
を

平成２８年度

市政報告会質疑応答
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伴
う
た
め
、で
き
る
だ
け
安
全
に
作
業
を

実
施
で
き
る
よ
う
に
専
門
の
方
々
に
委
託

す
る
の
が
一
番
だ
と
思
っ
て
い
る
。引
き

続
き
県
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。【
市
民
部

長
】※
県
と
協
議
し
対
応
予
定
。

　
阿
蘇
市
内
中
学
生
の
全
国
学
力
テ

ス
ト
は
ど
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
の

か
？
ま
た
、子
ど
も
た
ち
の
避
難
誘
導
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の

か
？
併
せ
て
阿
蘇
市
に
お
け
る
い
じ
め
や

不
登
校
生
徒
の
状
況
は
い
か
が
か
？

　
全
国
学
力
テ
ス
ト
は
平
成
19
年
か

ら
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
て
お
り
、当

時
は
小
中
学
校
と
も
全
国
平
均
に
達
し
て

お
ら
ず
、課
題
の
一
つ
と
し
て
学
力
向
上

に
取
り
組
ん
で
き
た
。最
近
は
全
国
平
均

を
上
回
る
教
科
や
科
目
が
あ
り
、昨
年
度

は
小
学
校
の
算
数
、中
学
校
の
理
科
な
ど

平
均
値
を
上
回
っ
た
。学
校
に
よ
っ
て
は
、

平
均
値
を
上
回
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

が
、全
体
平
均
に
は
ま
だ
今
一
歩
届
い
て

い
な
い
。

　

避
難
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、一

の
宮
小
中
学
校
は
熊
本
県
の
防
災
教
育
の

指
定
を
受
け
て
お
り
、今
後
、地
区
を
巻
き

込
ん
だ
防
災
訓
練
を
行
う
と
と
も
に
、有

事
の
際
の
対
応
を
職
員
も
訓
練
し
て
い
き

た
い
。

　

阿
蘇
市
で
は
こ
こ
数
年
、陰
湿
な
い
じ

め
は
１
件
も
起
き
て
い
な
い
。年
に
数
回

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
て
お
り
、子
ど
も

た
ち
自
身
も「
い
じ
め
ゼ
ロ
宣
言
」と
し
て

横
断
幕
を
つ
く
る
な
ど
し
て
、人
権
教
育

に
取
り
組
ん
で
お
り
、陰
湿
な
い
じ
め
が

発
生
し
な
い
よ
う
早
期
発
見
な
ど
の
対
応

を
心
掛
け
て
い
る
。な
お
、不
登
校
に
つ
い

て
は
、30
日
以
上
休
む
と
不
登
校
と
な
る

が
、そ
の
数
は
14
名
い
る
。全
く
学
校
に
来

て
い
な
い
子
ど
も
は
一
人
も
い
な
い
。さ

ま
ざ
ま
な
要
因
で
学
校
に
来
る
こ
と
が
で

き
な
い
子
ど
も
が
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ

り
、そ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

旧
中
通
小
学
校
に
適
応
指
導
教
室
を
つ
く

り
、そ
こ
に
は
４
名
の
生
徒
が
通
っ
て
い

る
。不
登
校
を
ゼ
ロ
に
す
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。【
教
育
長
】

　
農
免
道
路
坂
梨
蔵
原
線
の
林
海
橋

か
ら
岳
川
橋
間
の
東
岳
川
に
つ
い

て
は
４
年
前
の
豪
雨
災
害
後
、河
川
改
修

を
し
て
も
ら
え
る
と
の
こ
と
で
区
民
も
着

工
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
が
、国
の
予
算

の
関
係
な
ど
で
未
だ
手
つ
か
ず
の
状
態
で

あ
る
。４
月
の
地
震
に
よ
り
、土
砂
が
上
流

に
大
量
に
堆
積
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。林
海
橋
か
ら
５
０
０
㍍
ほ
ど

下
流
に
阿
蘇
畜
産
農
業
協
同
組
合
跡
地
に

つ
な
が
る
里
道
が
あ
る
地
点
で
は
、川
底

が
道
路
以
上
の
高
い
位
置
に
あ
り（
天
井

川
に
な
っ
て
お
り
）、７
、８
月
の
数
日
間

の
集
中
豪
雨
の
際
も
氾
濫
、川
の
水
が
側

溝
の
容
量
を
越
え
て
、Ｊ
Ｒ
踏
切
南
の
山

ノ
下
団
地
の
前
に
達
す
る
事
態
に
な
っ
て

い
る
。そ
の
場
所
は
低
く
、土
砂
撤
去
に
追

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。一
連
の
現
場
確

認
を
行
い
、然
る
べ
き
工
事
を
行
っ
て
ほ

し
い
。

　
ご
指
摘
の
場
所
は
今
年
度
に
事
業

着
手
す
る
。一
部
で
用
地
買
収
が
あ

る
。で
き
れ
ば
最
も
危
険
な
箇
所
か
ら
今

年
始
め
た
い
。用
地
買
収
に
入
る
前
の
12

月
末
ま
で
に
は
地
元
説
明
会
を
し
た
い
。

国
の
補
助
事
業
に
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
た

め
、県
の
単
独
事
業
と
な
り
、事
業
規
模
は

小
さ
い
が
少
し
ず
つ
工
事
を
行
っ
て
い
き

た
い
。【
県
振
興
局
土
木
部
】

　
高
校
２
年
生
の
息
子
が
い
る
。月
曜

か
ら
土
曜
日
ま
で
は
Ｊ
Ｒ
代
替
バ

ス
が
運
行
さ
れ
て
い
る
が
、日
曜
日
も
バ

ス
の
運
行
が
で
き
な
い
か
。通
学
の
件
が

進
路
決
定
を
大
き
く
左
右
し
、大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
く
る
。路
線
バ
ス
の
路
線

変
更
も
含
め
て
ご
検
討
を
お
願
い
し
た

い
。

　
代
替
バ
ス
の
日
曜
運
行
に
つ
い
て

は
、協
議
会
で
も
要
望
が
上
が
っ

た
。県
や
Ｊ
Ｒ
に
要
望
活
動
を
行
っ
て
い

き
た
い
。皆
さ
ん
の
要
望
を
踏
ま
え
土
曜

日
通
学
も
導
入
で
き
た
。日
曜
日
の
運
行

に
つ
い
て
も
要
望
し
て
い
く
。【
教
育
部
長
】 　

路
線
バ
ス
は
、大
幅
な
赤
字
を
抱
え

て
お
り
、６
千
～
７
千
万
円
を
バ
ス

会
社
に
補
填
し
な
が
ら
運
行
し
て
い
る
。

路
線
バ
ス
の
一
部
を
路
線
変
更
し
、大
津

町
ま
で
行
け
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
が
、

基
本
的
に
路
線
バ
ス
の
赤
字
は
関
係
自
治

体
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
、そ
う
し
た

場
合
、阿
蘇
市
と
大
津
町
が
負
担
す
る
こ

と
に
な
る
。赤
字
が
出
た
場
合
、大
津
町
に

半
分
程
度
支
出
し
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け

な
い
。全
体
的
に
路
線
を
見
直
す
必
要
が

あ
る
た
め
、す
ぐ
に
で
き
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
を
ご
承
知
願
い
た
い
。本
来
な
ら

ば
Ｊ
Ｒ
が
公
共
交
通
機
関
の
復
旧
を
し

て
、鉄
道
の
代
わ
り
に
時
間
ど
お
り
の
代

替
バ
ス
を
走
ら
せ
る
べ
き
で
あ
り
、今
後

も
要
望
し
て
い
き
た
い
。【
総
務
部
長
】

　
旧
古
城
小
学
校
の
避
難
所
と
し
て

の
整
備
検
討
計
画
は
あ
る
か
？

　
旧
古
城
小
学
校
の
校
舎
に
つ
い
て

は
、熊
本
地
震
で
被
災
し
施
設
が
使

え
な
く
な
っ
た
南
阿
蘇
村
の「
一
般
社
団

こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
あ
そ
ら
」に

貸
し
て
い
る
。阿
蘇
市
か
ら
30
名
く
ら
い

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
教
室
を
使
っ
て
い

る
。し
ば
ら
く
は
、貸
し
出
す
予
定
。今
後
、

必
要
に
応
じ
対
応
し
て
い
き
た
い
。【
教
育

部
長
】

平成２８年度
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市町村名 金額

阿蘇市 13億699万円

南小国町 2億3994.7 万円

小国町 3億7625万円

産山村 7578.1 万円

高森町 2億9987.1 万円

南阿蘇村 5億6067.5 万円

西原村 5340.4 万円

合　 計 29 億 1291.8 万円

阿蘇広域行政事務組合
平成 27年度決算報告
平成 28 年第４回阿蘇広域行政事務組合議会定例会が
開催され、平成 27 年度決算が承認されました。
決算状況は、次のとおりです。

阿蘇広域行政事務組合では、阿蘇圏域の住民の方々
の生命と財産を守り、生活環境の整備と豊かで住み
よい地域社会をつくるための仕事をしています。
本組合の詳しい事業内容は下記のＵＲＬでも確認で
きます。

阿蘇広域行政事務組合 ☎ 24-5111
（URL)http://www.aso.ne.jp/~koiki/

一般会計決算状況

歳入総額は 38億 5162.7 万円となり、
前年度 47億 3524.2 万円と比べて、8億 8361.5 万円の減となりました。

項目 金　額 構成率 説明

分担金及び負担金 29億1291.8 万円 75.7%
当組合が行う事業のため、構成市町村が負担
するお金です。市町村別の金額は右図のとお
りです。

使用料及び手数料 1億6611.2 万円 4.3% ごみ処理手数料や火葬施設の使用料等による収入です。
国庫支出金 93万円 0.0% 特定の事業を行うために国が交付するお金です。
県支出金 46.5 万円 0.0% 特定の事業を行うために県が交付するお金です。

財産収入 58.4 万円 0.0% 基金の利子及び物品売払代金（公用車）による収入です。

繰入金 2億4899万円 6.5% 組合事業の財源として特別会計及び基金から繰り入れたお金です。
繰越金 4億1629.2 万円 10.8% 前年度からの繰越金です。
諸収入 7803.6 万円 2.0% 預金利子及び受託事業収入等による収入です。

組合債 2730万円 0.7% 大きな事業を行うために国や金融機関から借り入れたお金です。
合計 38 億 5162.7 万円 100%

歳入総額　38 億 5162.7 万円

市町村負担金一覧表

特別会計名 特別養護老人ホーム 
阿蘇みやま荘

養護老人ホーム 
湯の里荘

阿蘇ふるさと
市町村圏

阿蘇圏域市町村
緊急通報システム事業 合計

歳入決算額 3億1325.2 万円 1億4130.1 万円 2億7290.2 万円 18.6 万円 7億2764.1 万円
歳出決算額 3億600.3 万円 1億3448.2 万円 2億5446.8 万円 16万円 6億9511.3 万円

差引額 724.9 万円 681.9 万円 1843.4 万円 2.6 万円 3252.8 万円

歳出総額は 37 億 5889.7 万円となり、前年度 43 億 1895 万円と比べて、
5億 6005.3 万円の減となりました。平成 26年度をもって消防庁舎建設工
事が完了したことが主な要因です。

項目 金　額 構成率 説明
議会費 1192万円 0.3% 構成市町村の議員で構成する組合議会の運営費です。

総務費 1億4535.3 万円 3.9% 組合の総括的な事務費です。この中に介護認定審査会、障害支援区分認定審査会の運営費も含まれています。
衛生費 13億4553.0 万円 35.8% 生活に密接した事業費で、火葬施設及び一般廃棄物処理施設の運営費です。
消防費 16億1137.6 万円 42.9% 消防、救急活動の費用です。
公債費 6億4471.8 万円 17.1% 国や金融機関などから借り入れたお金の返済費用です。
合計 37 億 5889.7 万円 100%

歳出総額　37 億 5889.7 万円

特別会計決算状況



●交付予定日

問市役所市民課　☎ 22-3135

�公共施設の営業
●阿蘇坊中温泉「夢の湯」
▶ 12 月 31 日土～１月 2 日月　
　正午～午後 8 時
　（受付は午後 7 時まで )
▶  12 月 30 日金まで及び１月 3 日
火以降は通常どおり営業

▶１月は 4 日水と 16 日月が休館日
【問い合わせ】☎３５－５７７７
●アゼリア 21
▶ 12 月 30 日金～１月 3 日火　
　午前 10 時～午後 9 時
　 （プール受付は午後８時、温泉受

付は午後 8 時 20 分まで )
▶ 交流促進センター（トレーニング

室含む）は 12 月 30 日金～１月
3 日火まで休館。

【問い合わせ】☎２２- ５３１１
●ファミリーパークあそ☆ビバ
▶  12 月 29 日木～ 31 日土まで休園
▶ 1 月 1 日日～ 3 日火
　 午前 10 時～午後 3 時（荒天

により休園の場合あり）
【問い合わせ】☎３２－５０１１
※ その他の公共施設については、

直接お問い合わせください。

�阿蘇中部斎場
１月１日日の火葬及び霊柩業務
は休みです。受付は通常どおり
行います。
問阿蘇中部斎場　☎ 22-0092

�証明書自動交付機
本庁及び内牧支所に設置の証明
書自動交付機は、年末年始の取
り扱いを休止します。各種証明
書が必要な方は、この期間以外
にご利用ください。
●休止期間
　12 月 31 日土～ 1 月 3 日火
●発行証明書の種類
・住民票の写し
・住民票記載事項証明書
　 （マイナンバー、住民票コードは

記載されません。）
・印鑑登録証明書
・所得証明書
・課税台帳記載事項証明書
※�マイナンバーカードでは交付できません。
問市役所市民課　☎ 22-3135
問市役所税務課　☎ 22-3148

パスポート申請受付・交付
12 月 29 日木～ 1 月 3 日火のパ
スポート業務は休みとなります。
●交付までの所要日数
★市役所市民課　9 日間
★内牧・波野支所　11 日間
※閉庁日を除く日数です。
※ 審査によって交付日が遅れる

場合もありますので、十分に
余裕を持って申請してください。

 
ごみ収集
12 月 31 日土から１月３日火ま
でのごみ収集はお休みです。お
間違えのないようお願いしま
す。
●年末　 12 月 30 日金までは通

常どおり
●年始　 １月４日水から通常ど

おり
※土、日曜の収集は行いません。
問市役所市民課　☎ 22-3135

 ごみの直接持ち込み
12 月 31 日土から１月３日火ま
では、未来館はお休みです。
年末は、ごみの直接持ち込みが
多くなり、施設内が混雑します
ので、事故やトラブルなどには、
十分ご注意ください。また、持
ち込みの際にも、ごみの分別、
指定ごみ袋の使用をお願いしま
す。
●年末稼働
▶ 12 月 29 日木までは通常どおり
▶ 12 月 30 日金　8:30 ～ 11:30
●年始稼働
▶ 1 月 4 日水から通常どおり
問大阿蘇環境センター未来館
　☎ 24-5353

��し尿汲み取り・浄化槽���
�汚泥運搬・清掃等
し尿汲み取りは、各事業者で年
末年始の休みが異なりますの
で、直接お問い合わせください。

申請日
交付日

本庁 支所
12 月 12 日 12 月 22 日 12 月 27 日

12 月 13 日 12 月 26 日 12 月 28 日

12 月 14 日 12 月 27 日 1 月 4 日

12 月 15 日 12 月 28 日 1 月 5 日

12 月 16 日 1 月 4 日 1 月 6 日

12 月 19 日 1 月 5 日 1 月 10 日

12 月 20 日 1 月 6 日 1 月 11 日

年末年始の各種お知らせ

死
亡
届
出
の
際
に

確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

　

死
亡
届
出
の
際
に
は
、ご
家
族
の
方
は
次
の
こ
と

を
決
め
て
い
た
だ
き
、窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

代
理
人
が
来
庁
さ
れ
る
場
合
に
は
お
忘
れ
な
く
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

①�

喪
主
の
方
の
氏
名
、住
所
、電
話
番
号（
喪
主
の
方

の
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

②
希
望
す
る
火
葬
日
と
時
間

③�

火
葬
場
か
ら
の
お
迎
え（
有
料
）を
希
望
す
る
・
し

な
い

④
通
夜
の
日
時
と
場
所

⑤
葬
儀
の
日
時
と
場
所

⑥�

新
聞
お
く
や
み
欄
の
掲
載
を
希
望
す
る
・
し
な
い

（
希
望
す
る
場
合
、通
夜
の
日
時
な
ど
に
つ
い
て
、

問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
際
に
お
答
え
し
ま
す
）

※
手
続
き
に
は
30
分
程
度
か
か
り
ま
す
。

※�

死
亡
診
断
書
の
コ
ピ
ー
が
必
要
な
方
は
届
出
前

に
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。死
亡
届
受
付
後
は
、

コ
ピ
ー
は
で
き
ま
せ
ん
。な
お
、特
別
な
事
由
が

あ
る
場
合
に
限
り
、記
載
事
項
証
明
書（
手
数
料

３
５
０
円
）を
交
付
し
ま
す
。

※�

後
日
で
構
い
ま
せ
ん
の
で
、ご
家
族
の
方
は
所
定

の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
行
っ
て
く
だ
さ
い
。主

な
手
続
き
と
し
て
は
、年
金
、後
期
高
齢
者
医
療
、

国
民
健
康
保
険
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

[

問
い
合
わ
せ]

　

市
役
所
市
民
課 

戸
籍
係

　

☎
２
２
‐
３
１
３
５
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市職員の給与などを公表します
市民の皆さまに市役所の人事・給与・服務の状況をご理解いただくため、
条例に基づき、人事行政運営状況を公表します。

職員の任免及び職員数に関する状況

１．職員の採用 ･退職の状況 (H27.4.1 ～ H28.3.31)
区分 採用 退職

一般行政職 5 人 11 人

医療職 23 人 7 人

技能労務職 0 人 0 人

２．部門別職員数の状況 (H28.4.1 現在 )

区　　分 職員数 対前年
増減数平成27年度 平成 28年度

一
般
行
政

議　会 3 人 3 人 0 人

総　務 69 人 70 人 1 人

税　務 16 人 16 人 0 人

民　生 62 人 62 人 0 人

衛　生 16 人 18 人 2 人

農林水産 30 人 27 人 △ 3 人

商　工 19 人 20 人 1 人

土　木 23 人 24 人 1 人

小　計 238 人 240 人 2 人

教　　育 48 人 39 人 △ 9 人

普通会計　計 286 人 279 人 △ 7 人

公
営
企
業
等

水道 11 人 11 人 0 人

下水道 5 人 5 人 0 人

病院 128 人 139 人 11 人

その他 18 人 18 人 0 人

小計 162 人 173 人 11 人

総計 448 人 452 人 4 人

職員の給与の状況

２．職種別給料月額の状況 (H28.4.1 現在 )
職種 月額 平均年齢

一般行政職 323,600 円 42.1 歳

技能労務職 339,500 円 52.5 歳

１．一般行政職の級別職員数の状況 (H28.4.1 現在 )
区分 職務分類 職員数 構成比
１級 主　　事 19 人 8.8%

２級 主　　事 9 人 4.1%

３級
係　　長
参　　事
主　　任

102 人 47.0%

４級
課長補佐
係　　長
参　　事

52 人 24.0%

５級 課　　長
課長補佐 19 人 8.8%

６級 課　　長
審 議 員 10 人 4.6%

７級 部　　長 6 人 2.7%

計 217 人 100%

※阿蘇市給与条例に基づく給料表の区分による職員数。
※職務分類はそれぞれの級に該当する代表的な職名。
※職員数は「給与実態調査」に基づくものです。

３．初任給基準 (H28.4.1 現在 )
一般行政職 技能労務職

大学卒 高校卒 高校卒 中学卒
176,700 円 144,600 円 142,000 円 134,000 円

医療職 (医師 ) 医療職 ( 薬剤師等 )
博士課程終了 大学６卒 大学卒 短大 3 卒

325,800 円 240,100 円 182,900 円 171,700 円

医療職 (看護師等 )
短大３卒 短大２卒 准看護師養成所卒
191,300 円 182,900 円 155,600 円

5．主な職員手当の状況 (H28.4.1 現在 )
内容

扶
養
手
当

【配偶者】月額 13,000 円
配偶者以外の扶養親族：1 人につき 月額 6,500 円
配偶者がいない場合の 1 人目：月額 11,000 円
※  16 歳～ 22 歳の子の場合には、5,000 円加算。

住
居
手
当

【借家 ･ 借間居住者】月額 12,000 円を超える家賃
を負担している職員に対し、家賃の額に応じ、月
額 27,000 円を上限として支給

【持家所有者】平成 27 年 4 月から支給無し（廃止）
通
勤
手
当

【交通機関等利用者】
運賃の額に応じ月額 55,000 円を上限として支給

【自家用車等利用者】
通勤距離に応じ、月額 15,800 円を上限として支給

【管理職手当】　課長補佐以上の管理職に対して支給
（部長）45,000 円
（課長・支所長・院長・事務局長）35,000 円
（審議員）30,000 円
（課長補佐・次長・室長・所長・園長・事務長・館長・
副院長・総看護師長）25,000 円

（技師長・薬局長・看護師長）15,000 円
【特殊勤務手当】平成 18 年度から当分の間、一部支給凍結

※各部門は、「定員管理調査」に基づく区分・職員数です。

※職種は「地方公務員給与実態調査」に基づくものです。

４．期末・勤勉手当 (H28.4.1 現在 )
6 月期 12 月期 計

期末手当 1.225 月分 1.375 月分 2.60 月分

勤勉手当 0.800 月分 0.800 月分 1.60 月分

※職務の級などによる加算措置があります。

人事管理・退職管理の状況

職員の業務に対する意識や行動の変革を促し、行政サー
ビスの向上を図ることを目的に、本年度から『阿蘇市人
事評価規程』に基づく人事評価に取り組んでいます。
また、『阿蘇市職員の退職管理に関する条例』に基づき、
営利企業等に再就職した元職員が、一定期間、現職職員
に働きかけをする行為を禁じるとともに、一定の職員は
再就職した場合に届出ることを義務付けています。
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職員の勤務時間 ･勤務条件

１．勤務時間･休憩･休息時間の状況(H28.4.1現在 )

1 週間の
勤務時間

勤務時間の割振り
始業 終業 休憩時間

38 時間 45 分 8:30 17:15 60 分

休憩時間：12:00 ～ 13:00
※勤務場所により、上記と異なる勤務形態の場合あり。

２．一般職の年次有給休暇取得状況 (H27.1.1 ～ H27.12.31)
対象職員数 総付与日数 総取得日数 平均取得日数 取得率

226 人 8,885 日 2,243 日 9.9 日 25.2％

対象職員数：H27.1.1 ～ H27.12.31 の全期間を在籍し
た一般職。

３．休暇制度
区分 内容

有
給
休
暇

年次休暇 １年につき 20 日間付与 ( 前年に未使用
日数がある場合は、最大 20 日を翌年繰越 )

病気休暇 負傷又は疾病のため療養を要する場合、
必要最小限と認められる休暇を付与

特別休暇
( 主なもの )

【結婚休暇】結婚する職員に対し最大 5 日間付与
【産前 ･ 産後休暇】
出産予定日の 8 週間前の日から出産の
日まで、及び出産の翌日から８週間を
経過するまでの期間付与

【親族の死亡休暇】
親族の続柄及び死亡時の生計関係に応
じ、最大７日間付与

【夏季休暇】
7 ～ 9 月の間において、4 日間付与

【子の看護休暇】中学校始期に達するま
での子 ( 配偶者の子を含む ) を養育す
る職員が子の看護のため勤務しないこ
とが相当と認められる場合で、１年に
５日の範囲内で付与

無
給
休
暇

介護休暇

配偶者 ･ 父母 ･ 子、配偶者の父母などで、
負傷 ･ 疾病又は老齢により日常生活を
営むのに支障がある者の介護を行う場
合、6 月を限度として必要な休暇を付
与

組合休暇 組合活動に従事する場合に 1 年に最大
20 日付与

職員の福祉及び利益の保護の状況

１．健康診断の状況（平成27年度）
健康診断の種類 受診者数

人間ドック 146 人

定期健康診断 252 人

２．公務災害補償制度（平成 27年度）
加入団体 災害件数

地方公務員災害補償基金熊本県支部 　3 件

職員の分限及び懲戒処分 ･服務の状況

すべての職員は、｢全体の奉仕者｣ として公共の利益の
ために勤務し、職務遂行に当っては全力で奉仕しなけれ
ばなりません。この服務の基本原則を忠実に実行するた
め、職員にはさまざまな義務が課せられています。
特に信用失墜行為の禁止、秘密を守る義務、政治的行為
の制限や争議行為の禁止規定に違反した場合は懲戒処分
の対象となります。

１．分限処分者数 (平成 27年度 )
処分事由 降任 免職 休職 降級 計

勤務実績が良くない場合 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

心身の故障の場合（延べ） 0 人 0 人 8 人 0 人 8 人

職に必要な適正を欠く場合 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

職制、定数の改廃、予算の
減少により廃職、過員を生
じた場合

0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

刑事事件に起訴された場合 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

２．懲戒処分者数(平成27年度)

処分事由 戒
告

減
給

停
職

免
職 計

法令に違反した場合 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

職務上の義務に違反した場合 3 人 0 人 0 人 0 人 3 人

全体の奉仕者たるにふさわ
しくない非行のあった場合 0 人 0 人 3 人 0 人 3 人

職員研修の状況

１．職員研修の状況 (平成 27年度 )
研修名 回数 参加者数

人権同和教育初任者研修 1 5 人

法制執務研修 2 43 人

情報セキュリティ研修 2 130 人

新規採用職員研修 1 5 人

一般職員２部研修（10 年目）、
1 部研修（5 年目） 5 9 人

新任課長研修 3 3 人

新任係長研修 2 4 人

公平委員会に係る業務の状況

１．勤務条件に関する措置の要求状況(平成27年度 )

【継続件数】0 件

【措置要求件数】0 件

２．不利益処分に関する不服申立の状況(平成27年度)
【継続件数】0 件

【措置要求件数】0 件

問総務課 人事係☎ 22-3111人 事 行 政 運 営 状 況
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まちの 話題
CityTopics

「まちの話題」の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください

　
全
日
本
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
協
会

（
内
藤
済
会
長
）が
11
月
3
日
、チ
ェ

ン
ソ
ー
ア
ー
ト
で
ス
ギ
材
を
加
工
し

た
ベ
ン
チ
２
脚
を
農
村
公
園
あ
ぴ
か

横
の
北
塚
仮
設
団
地
の
住
民
に
寄
贈

し
ま
し
た
。

　
国
内
外
の
チ
ェ
ン
ソ
ー
大
会
で
活

躍
す
る
カ
ー
バ
ー
４
人
が
、直
径
約

40
㌢
の
ス
ギ
加
工
の
よ
う
す
を
実

演
、住
民
ら
が
見
守
る
中
、１
時
間
ほ

ど
で
フ
ク
ロ
ウ
や
ク
マ
な
ど
を
か
た

ど
っ
た
４
つ
の
土
台
を
制
作
し
、２

脚
の
ベ
ン
チ
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
内
藤
会
長
は「
地
震
後
も
大
変
だ

と
思
う
が
、こ
の
ベ
ン
チ
で
少
し
で

も
癒
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
」と
住
民

に
言
葉
を
か
け
ま
し
た
。

チェンソー1本でベンチ制作
仮設住宅で暮らす住民に寄贈

わだい

チェンソーでフクロウをかたどる様子

　
熊
本
地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

阿
蘇
神
社
の
社
殿
復
旧
工
事
が
着
工

し
10
月
31
日
、安
全
祈
願
祭
が
行
わ

れ
、工
事
業
者
な
ど
の
関
係
者
約
40

名
が
出
席
し
工
事
の
安
全
を
祈
願
し

ま
し
た
。

　
国
指
定
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受

け
る
楼
門
の
ほ
か
５
棟
は
、総
事
業

費
９
億
３
０
０
０
万
円
を
か
け
、平

成
34
年
３
月
ま
で
の
再
建
を
見
込

み
、ま
た
、文
化
財
未
指
定
の
拝
殿
の

解
体
工
事
も
併
せ
て
着
手
し
ま
す
。

阿
蘇
治
隆
宮
司
は
楼
門
復
旧
に
際

し
、「
英
知
を
結
集
し
、高
い
専
門
技

術
を
も
っ
て
必
ず
や
復
旧
が
な
さ
れ

る
も
の
と
期
待
し
た
い
」と
話
し
ま

し
た
。

阿蘇神社の復旧工事に着手
祈願祭で工事の安全祈る

わだい

　

内
閣
府
が
表
彰
す
る
エ
イ
ジ
レ

ス・ラ
イ
フ
社
会
参
加
活
動
事
例
に
、

阿
蘇
ホ
タ
ル
の
会（
湯
浅
陸
雄
会
長
、

20
人
）が
選
ば
れ
10
月
４
日
、市
役
所

で
受
賞
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
会
は
昭
和
52
年
に
発
足
以
来
、

河
川
の
水
質
調
査
な
ど
を
行
い
、ホ

タ
ル
の
人
工
う
化
に
成
功
。発
生
地

の
マ
ッ
プ
作
製
や
鑑
賞
会
な
ど
を
長

年
に
わ
た
り
行
う
な
ど
精
力
的
に
活

動
し
て
い
ま
す
。ま
た
、約
20
年
前
か

ら
は
、「
１
年
１
研
究
」を
モ
ッ
ト
ー

に
、ホ
タ
ル
の
研
究
の
み
な
ら
ず
、桜

や
有
害
雑
草
の
調
査
な
ど
、多
岐
に

わ
た
る
献
身
的
な
研
究
を
続
け
て
お

り
、そ
の
活
動
に
よ
る
功
績
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

「１年１研究」地道な活動に功績
エイジレス・ライフ表彰に阿蘇ホタルの会

表 彰

倒壊した拝殿前で安全を祈願

WebTV アソ
動 画

受賞した阿蘇ホタルの会の湯浅陸雄会長 ( 左）
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波
野
地
域
の
中
江
岩
戸
神
楽
保
存

会（
佐
藤
義
勝
会
長
）が
、伝
統
文
化

ポ
ー
ラ
地
域
賞
を
受
賞
し
10
月
31

日
、佐
藤
会
長
ら
が
市
役
所
を
訪
れ
、

佐
藤
市
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
伝
統
文
化
ポ
ー
ラ
賞
は
、日
本
国

内
の
貴
重
な
伝
統
文
化
に
貢
献
し
、

さ
ら
な
る
活
躍
と
業
績
の
向
上
を
奨

励
す
る
団
体・
個
人
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
、こ
れ
ま
で
２
８
９
の
個
人
や

団
体
が
受
賞
。中
江
岩
戸
神
楽
は
長

年
の
伝
承
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。ま
た
、子
ど
も
た
ち
へ
の

継
承
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、佐
藤

会
長
は「
子
ど
も
た
ち
の
舞
う
姿
を

見
る
と
嬉
し
く
思
う
」と
喜
び
を
語

り
ま
し
た
。

長年の伝承活動高く評価
中江岩戸神楽保存会が伝統文化ポーラ賞受賞

表 彰

第６７回日本学校農業クラブ全国大阪大会
　松岡拓人（�阿蘇中央高校グリーン環境科３年／
　　　　　　阿蘇中出身）

●農業鑑定競技会（森林の部）

九州・全国大会出場選手紹介

（敬称略）

九州高校新人柔道大会
　嶋田沙緒里（霧島市立国分中央高校１年／阿蘇中出身）
　[団体戦１位・個人戦 -70kg 級２位 ]

●柔道競技

　
熊
本
地
震
の
被
害
に
よ
り
休
館
中
だ
っ
た
国

立
阿
蘇
青
少
年
交
流
の
家（
森
山
都
留
男
所
長
）

が
11
月
１
日
に
一
部
再
開
し
同
20
日
、『
交
流
の

家
は
み
ん
な
の
広
場
』と
題
し
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
催
し
が
行
わ
れ
、千
人
を
超
え
る

多
く
の
家
族
連
れ
で
賑
い
ま
し
た
。

　
同
交
流
の
家
は
、年
間
約
14
万
人
が
訪
れ
る

国
内
最
大
級
の
施
設
で
す
が
、地
震
に
よ
り
宿

泊
室
を
は
じ
め
多
く
の
箇
所
が
被
災
。10
月
の

中
岳
噴
火
の
際
に
も
被
害
が
相
次
ぎ
、早
期
の

再
開
に
向
け
復
旧
工
事
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。

　
「
交
流
の
家
の
再
開
で
阿
蘇
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
よ
う
み
ん
な
が
満
足
で
き
る
施
設

を
目
指
し
た
い
」と
、森
山
所
長
。来
年
３
月
ま

で
に
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
除
く
全
て
の
施
設
が
使

用
可
能
と
な
る
見
込
み
で
す
。

お待たせ！青少年交流の家が一部再開
久しぶりの催しに来場者笑顔！

わだい

受賞を報告する佐藤義勝会長（中央）と藤井文人楽長 ( 左）

（10.25 ～ 27 ／大阪府） （11.19・20 ／福岡県）

第 44回マーチングバンド全国大会
　髙橋沙綾（専修大学玉名高校２年／一の宮中出身）

●マーチング （12.18 ／埼玉県）

WebTV アソ
動 画



　
阿
蘇
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ（
笹
原

俊
和
会
長
、35
人
）が
11
月
２
日
、阿

蘇
市
が
策
定
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
ワ
ー

ド（
下
記
参
照
）な
ど
を
記
載
し
た
の
ぼ

り
旗
千
本
を
阿
蘇
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
地
震
か
ら
の
復
興
を
後
押
し
し
よ

う
と
、阿
蘇
市
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ワ
ー

ド「
人
が
つ
な
が
り
創
り
だ
す
新
し

い
阿
蘇
」な
ど
と
書
か
れ
た
の
ぼ
り

旗
を
制
作
。こ
の
日
、佐
藤
市
長
ら
と

と
も
に
市
役
所
な
ど
に
設
置
し
ま
し

た
。

　
「
こ
の
旗
が
復
興
へ
の
ム
ー
ド
づ

く
り
と
、市
民
の
元
気
の
源
に
な
れ

ば
な
に
よ
り
」と
、笹
原
会
長
。旗
は

学
校
や
観
光
施
設
な
ど
に
設
置
さ
れ

ま
す
。

チャレンジワード入りのぼり旗制作
阿蘇ロータリークラブがのぼり旗寄贈

わだい

　
肥
後
銀
行（
甲
斐
隆
博
代
表
取
締

役
頭
取
）と
阿
蘇
市
は
11
月
７
日
、地

方
創
生
に
関
す
る
連
携
協
定
を
結

び
、締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
肥
後
銀
行
は
、こ
れ
ま
で
に
棚
田

で
の
田
植
え
や
稲
刈
り
の
ほ
か
、植

樹
、阿
蘇
世
界
農
業
遺
産
基
金
へ
の

寄
付
な
ど
、阿
蘇
地
域
で
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
展
開
。今
後
も
、こ
の
取
り

組
み
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、阿
蘇

地
域
の
創
造
的
復
興
と
新
た
な
地
方

創
生
へ
の
取
り
組
み
を
連
携
し
て
行

う
た
め
に
協
定
を
結
ん
だ
も
の
で
す
。

　
こ
の
協
定
に
よ
り
、こ
れ
か
ら
の

阿
蘇
地
域
の
活
力
創
造
に
向
け
て
、

肥
後
銀
行
と
協
力
で
き
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

地方創生に関する連携協定締結
肥後銀行と阿蘇市が経済活性化に向け連携

表 彰

市役所玄関前で旗を披露する笹原会長（左）

WebTV アソ
動 画

まちの 話題
CityTopics

「まちの話題」の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください

阿蘇市は、発足以来、「未来を拓く活力ある人づくり」をまちづくりの基本理念に定め、「人」
という資源を生かす基盤づくりに取り組んで来ました。今後は、この取り組みをさらにス
テップアップさせ、市民・事業者・行政などが協働で阿蘇市らしさを探究し、絶えず前にチャ
レンジし続ける「新しいまちづくり」を進めていきます。

※チャレンジワードはどなたでも活用できますので、さまざまな場面でご活用ください。
（営利目的の場合は事前に申請が必要です。詳しくは阿蘇市ホームページをご覧ください）

問市役所財政課 企画係☎ 22-3204

阿蘇市チャレンジワードを策定しました！

協定を交わした甲斐頭取（左）と阿蘇市長
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まちの 話題 CityTopics

　
阿
蘇
の
特
産
品
や
ア
ウ
ト
ド
ア
体

験
を
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト「
阿
蘇
マ

ル
シ
ェ
」と「
大
阿
蘇
ジ
ャ
ン
ボ
リ

ー
」が
11
月
６
日
、小
里
の
観
光
施
設

な
ど
で
開
か
れ
、１
万
人
以
上
の
来

場
が
あ
り
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
開
催
と
な
っ
た
大
阿
蘇

ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
は
、阿
蘇
市
の
有
志

な
ど
で
作
る
実
行
委
員
会（
富
澤
礼

司
委
員
長
）が
、地
震
に
よ
り
冷
え
込

む
地
域
経
済
の
活
性
化
と
元
気
な
阿

蘇
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
初
め
て
企

画
。市
内
外
か
ら
約
１
２
０
店
舗
が

出
店
し
、阿
蘇
の
特
産
品
や
ア
ン
テ

ィ
ー
ク
雑
貨
の
販
売
、ア
ウ
ト
ド
ア

体
験
な
ど
が
催
さ
れ
、多
く
の
来
場

者
が
秋
の
阿
蘇
を
満
喫
し
ま
し
た
。

グルメ、アウトドアで阿蘇をＰＲ
阿蘇マルシェ＆大阿蘇ジャンボリー

わだい

アンティーク雑貨などを品定めする来場者

　
地
域
社
会
に
お
け
る
交
通
安
全
に

貢
献
し
、顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
個

人
及
び
団
体
に
贈
ら
れ
る
熊
本
県
交

通
安
全
功
労
者
表
彰
式
が
10
月
19

日
、熊
本
県
庁
で
行
わ
れ
、阿
蘇
市
交

通
指
導
員
の
橋
本
幸
生
氏（
小
地
野
）

が
熊
本
県
交
通
安
全
功
労
者
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
橋
本
氏
は
、交
通
指
導
員
と
し
て

長
年
に
わ
た
っ
て
街
頭
指
導
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
お
け
る
交
通
指
導
を
務

め
、市
の
交
通
事
故
防
止
に
大
き
く

貢
献
。毎
月
３
回
の
街
頭
指
導
を
は

じ
め
、地
元
小
学
校
で
開
催
さ
れ
る

交
通
安
全
教
室
に
参
加
す
る
な
ど
、

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に
も
尽
力
し

て
い
ま
す
。

長年の交通事故防止活動に功績
橋本幸生氏に交通安全功労者表彰

表 彰

WebTV アソ
動 画

　

内
牧
温
泉
街
繁
栄
会
は
11
月
９

日
、清
涼
飲
料
水
の
販
売
な
ど
を
手

掛
け
る
レ
ッ
ド
ブ
ル
ジ
ャ
パ
ン
と
共

催
し
、阿
蘇
中
学
校
で
ス
カ
イ
ダ
イ

ビ
ン
グ
を
披
露
す
る
復
興
支
援
企
画

を
催
し
ま
し
た
。

　
阿
蘇
の
子
ど
も
た
ち
に
空
か
ら
エ

ー
ル
を
送
ろ
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の

で
、映
画
な
ど
に
も
出
演
経
験
の
あ

る
レ
ッ
ド
ブ
ル
エ
ア
フ
ォ
ー
ス
チ

ー
ム
の
４
人
が
、阿
蘇
市
の
上
空
約

３
０
０
０
㍍
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら

ダ
イ
ブ
。阿
蘇
の
上
空
か
ら
滑
空
し
、

子
ど
も
た
ち
に
元
気
を
届
け
ま
し

た
。

　
同
校
運
動
場
で
は
生
徒
が「
Ｔ
Ｈ

Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
」と
人
文
字
で
描
き
出
迎

え
、降
り
立
っ
た
メ
ン
バ
ー
と
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

大空から阿蘇にエールを！
スカイダイビング披露に生徒興奮

わだい

スカイダイビングを終え、メンバーと交流する生徒たち

WebTV アソ
動 画
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身体障害者手帳
目､耳、手足、内臓などに一定程度以上の永続する障
害のある方に、熊本県知事から交付される手帳です。

『障害』の程度は、重い方から順に１級～６級まで分
けられています。
[ 申請手続き ]
身体障害者手帳交付申請書・指定医師の診断書・写真

（たて４cm× よこ３cm）・印鑑

療育手帳（知的障害者福祉手帳）
知的障害のある方がさまざまな制度を利用する際に
必要となる手帳です。障害の程度によってＡ（重度）
とＢ（中・軽度）に分けられます。
[ 申請手続き ]
手帳交付申請書・写真１枚・印鑑
※ 申請後、申請者ご自身が熊本県福祉総合相談所に

出向き判定が必要。

精神障害者保健福祉手帳
精神障害のため、長期（６カ月以上）にわたり日常生
活または社会生活への制約がある方に、社会参加・社
会復帰・自立を促進するため熊本県から交付されま
す。
[ 申請手続き ]
申請書・診断書（精神障害者保健福祉手帳用）・写真１
枚・印鑑
※ 精神障害を事由とする障害年金を受給されている方

は診断書に代わり年金証書で申請することも可。

特別障害者手当
身体または知的・精神に著しく重度の障害があるた
め、日常生活において、常に特別の介護を必要とする
程度の状態にある在宅の２０歳以上の方に対して支
給される手当です。（所得による支給制限あり。）
[ 手当額 ] 月額 26,830 円（金額は変動）
＜以下の方は該当しません＞
●障害者支援施設などの施設に入所している人
● 病院・診療所等に３カ月を超えて入院している人

障害児福祉手当
身体または知的・精神に著しく重度の障害があるた
め、日常生活において常に介護を必要とする在宅の
障害児（２０歳未満）に対して支給される手当です。

（所得による支給制限あり。）
[ 手当額 ] 月額 14,600 円（金額は変動）
＜以下の方は該当しません＞
●肢体不自由児施設などに入所している人
●障害を支給事由とする年金給付を受けている人

特別児童扶養手当
２０歳未満の精神（知的）または身体に中度以上の障
害がある児童を養育している父か母、または父母に
代わって養育している方に対して支給される手当で
す。
[ 手当額 ]
１級　月額 51,500 円
２級　月額 34,300 円（金額は変動）

重度心身障害者医療費助成制度
重度の心身障害者（児）が各医療保険で医療などを受
けた場合は、その一部について市が助成します。

（対象者）
身体障害者手帳 1 級・2 級、療育手帳 A1・A2、精神障
害者保健福祉手帳 1 級、福祉手当受給相当者で「重度
心身障害者医療費受給資格者証」をお持ちの方

（助成額） 
[ 入院外 ] 医療費／月－ 1,020 円＝助成額
[ 入院 ] 医療費／月－ 2,040 円＝助成額
※１医療機関ごとに上記負担金が必要。
※高額療養費などは除く。

阿蘇市身体障害者等地方年金支給制度
身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手
帳・戦傷病者手帳のいずれかを持ち、12 月 1 日現在
において、市に引き続き１年以上居住している方に
5,000 円を 12 月に支給するものです。
※福祉施設に入所している方は除く。
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障 害 者 週 間

福祉課 総合福祉係　☎ 22-3167

１２月３日から１２月９日は「障害者週間」です

CITY  INFORMAT ION
市 役 所 か ら の お 知 ら せ

　
月
３
日
か
ら
９
日

ま
で
は
、「
障
害
者

週
間
」で
す
。市
民
の
皆
様

に
障
害
者
の
福
祉
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、障
害
者
が

社
会
を
構
成
す
る
一
員
と

し
て
、社
会
、経
済
、文
化

そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の

活
動
に
参
加
す
る
意
欲
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
に
定

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、身
体
・
知
的
・

精
神
障
害
者
や
そ
の
家
族

を
支
援
し
て
い
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。ま
た
、障
害
の
種

別
や
状
況
に
応
じ
た
福
祉

制
度
を
ま
と
め
た「
障
害

福
祉
の
し
お
り
」を
福
祉

課
及
び
各
支
所
に
設
置
し

て
い
ま
す
の
で
、ご
希
望

の
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、障
害
者
制
度
の

概
要
に
つ
い
て
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。

12
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各種障害者手帳・障害者制度の概要
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CITY  INFORMAT ION
市 役 所 か ら の お 知 ら せ

広
告

国 民 健 康 保 険

ほけん課 国保・年金係　☎ 22-3145

【国保からのお知らせ】医療費高騰で赤字が続いています

　
の
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
の
単
年
度
収
支
は
、平
成

21
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
７
年
連
続

し
て
赤
字
が
続
き
、そ
の
赤
字
累
積

額
は
６
億
８
千
万
円
を
超
え
て
い
ま

す
。

　

そ
の
原
因
と
し
て
は
、高
齢
化
の

進
展
、高
額
薬
剤
の
普
及
、医
療
技
術

の
高
度
化
の
影
響
や
生
活
習
慣
病
の

重
症
化
に
よ
り
、医
療
費
が
年
々
増

加
し
、高
騰
す
る
医
療
費
に
対
し
て

保
険
税
収
入
が
追
い
付
い
て
い
な
い

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
を
補
う
た
め
、平
成
24
年
度

か
ら
26
年
度
ま
で
基
金
を
取
崩
し
、

合
計
４
億
５
千
万
円
を
投
入
す
る
と

と
も
に
、平
成
27
年
度
に
は
税
率
改

定
を
実
施
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
赤

字
決
算
を
回
避
し
て
き
ま
し
た
が
、

基
金
も
底
を
つ
い
た
状
態
で
、こ
の

ま
ま
医
療
費
の
高
騰
が
続
い
た
場

合
、い
よ
い
よ
赤
字
決
算
に
な
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
日
頃
か
ら
健
康
に
心

が
け
医
療
費
の
節
約
に
努
め
る
こ
と

で
、医
療
費
の
増
大
を
押
さ
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。食
事
や
生
活
習
慣

を
見
直
し
、健
康
を
意
識
し
て
生
活

し
ま
し
ょ
う
。

市
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9,500
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1 人当たりの医療費と被保険者数の推移

医療費を抑えるために、みんなにできること
●年に 1 回は特定健診を受け生活習慣病の予防に取り組みましょう
●かかりつけ医を持ち早期受診に努めましょう
●ジェネリック医薬品の使用を検討しましょう
●日ごろから散歩など適度な運動に取り組みましょう

（円／年） （人）

？被保険者数 1 人当たりの医療費

309,006円 390,859円

9,438人

7,929人



校区 一の宮小学校 阿蘇小学校 阿蘇西小学校 内牧小学校

クラブ名 ①まるくキッズ
②さぽさぽキッズ

へきすい元気っ子
クラブ

阿蘇西アイガモ
学童クラブ

うちのまき
スマイルキッズ

クラブ

場所 一の宮小放課後児童クラブ
（旧一の宮給食センター）

阿蘇小学校
体育館 2 階

阿蘇西小学校
校長官舎

内牧小学校
体育館 2 階

申込先 社会福祉法人まどか会 社会福祉法人やまなみ会 社会福祉法人阿蘇市社会福祉協議会

電話 080-4311-0990 35-5211 32-1127

負担金
( 一人当たり月額 ) 4,500円

時
間

月～金 14：30 ～ 18：00 14：30 ～ 18：00 放課後～ 18：00 放課後～ 18：00
土曜   7：30 ～ 18：00

長期休暇中   7：30 ～ 18：00
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放 課 後 児 童 ク ラ ブ

福祉課 子育て支援係　☎22-3167

平成２９年度 放課後児童クラブ入所のご案内

　
成
29
年
４
月
か
ら
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
入

所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、次
の

と
お
り
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ

い
。期
日
ま
で
に
申
し
込
ま
れ

な
い
場
合
は
、入
所
が
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご

注
意
く
だ
さ
い
。

平

CITY  INFORMATION

広
告

放課後児童クラブ（学童保育）とは？

保護者が就労などにより昼間家庭にいない小学生児童に対
し、授業の終了後に学校の余裕教室などを利用して、適切な遊
びと生活の場を与えて、その健全な育成を図ることを目的と
します。
阿蘇市でも、少子化対策と児童の放課後の安全確保の一つと
して、放課後児童クラブを設置しています。運営は保護者の負
担金と市から運営団体への委託料を基に行われています。

阿蘇市放課後児童クラブの設置状況及び入所申込

入所申し込みの際は、各放課後児童クラブに備え付けの「入会申込書」と必要書類を添付
のうえ、下記の申込先に期日までにお申し込みください。
なお、長期休業期間中のみの利用を希望される方も、この期限内にお申し込みください。

申込期限
１月31日㊋

�※�長期休暇中は、負担金が変わります。また、年会費及びスポーツ安全保険に加入のための保険
料も別途必要となります。（金額はクラブにより異なります）その他、ご不明な点は申込み先
へ直接お尋ねください。

※各クラブ定員になり次第締切となります。

CITY  INFORMAT ION
市 役 所 か ら の お 知 ら せ
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CITY  INFORMAT ION
市 役 所 か ら の お 知 ら せ

広
告

固 定 資 産 税

税務課 資産税係　☎ 22-3148

ご自身の固定資産についてしっかりと把握されていますか？

　
定
資
産
税（
土
地･

家

屋
・
償
却
資
産
）は
、１
月

１
日
現
在
、所
有
者
と
し
て
登

記（
登
録
）さ
れ
て
い
る
方
に
課

税
さ
れ
ま
す
。し
か
し
、家
屋
の

滅
失（
取
り
壊
し
）や
未
登
記
家

屋
の
所
有
権
移
転
な
ど
の
情
報

は
、把
握
が
困
難
な
た
め
、課
税

誤
り
や
課
税
漏
れ
と
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
中
に
次
に
該
当
す

る
事
例
が
あ
り
ま
し
た
ら
、お

手
数
で
す
が
税
務
課
資
産
税
係

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
家
屋
の
新
築
、増
築
、取
り
壊
し

● 

未
登
記
家
屋
の
売
買
、贈
与

な
ど
に
よ
る
所
有
権
移
転

● 

家
屋
の
用
途
変
更（
住
宅
か

ら
店
舗
へ
の
変
更
な
ど
）

● 

土
地
の
利
用
状
況
の
変
更

（
地
目
の
変
更
な
ど
）

※�

税
務
課
ま
た
は
各
支
所
で
発

行
す
る『
名
寄
帳
証
明
書
』や

毎
年
５
月
に
送
付
し
て
い
る

『
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書

の
課
税
明
細
書
』を
ご
覧
い

た
だ
き
、ご
自
身
が
所
有
す

る
固
定
資
産
の
ご
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

固

CITY  INFORMATION

申告方法や提出期限など
固
定
資
産
税
は

事
業
用
資
産（
償
却
資
産
）に
も
か
か
り
ま
す

　
定
資
産
税
は
、土
地
・
家
屋
の
ほ
か
、事
業
で
使
う
資
産（
償
却

資
産
）に
つ
い
て
も
課
税
さ
れ
ま
す
。平
成
29
年
１
月
１
日
現

在
、阿
蘇
市
内
に
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、地
方
税
法
の
規

定
に
よ
り
、そ
の
所
有
状
況
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、期
限
ま
で
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

固
●申告方法
　 12 月下旬に「償却資産申告書」を郵送しますので、届きましたら所

有する資産をご記入のうえ、下記期限までに提出してください。前
年度と資産の状態が変わらない場合も申告が必要です。

※�新規に事業を開始された方や、償却資産を所有されていて申告書が届い
ていない方は、税務課資産税係までご連絡ください。
●提出期限・提出先
　（提出期限）１月３１日（火）
　（提 出 先）税務課資産税係または各支所市民係
●償却資産の種類
▶構造物（看板（広告塔など）舗装路面、門、塀など）　
▶機械及び装置（各種製造・加工機械、農業用機械など）
▶�車両及び運搬具（大型特殊自動車など※自動車税・軽自動車税が課税
されるものは対象外）

▶工具器具及び備品（商品陳列棚、パソコン、レジスターなど）
●課税標準額の軽減措置特例
　 償却資産には、資産の用途や取得時期に応じて課税標準額が軽減さ

れる各種特例があります。
●過年度更正と遡及（さかのぼり）課税
　 申告・調査などにより更正が必要になった場合、資産の取得時期に

応じて最高 5 年度分さかのぼって税額の再計算を行います。（過年
度更正）



阿
蘇
市
長
選
挙
の
立
候
補

予
定
者
説
明
会

　
任
期
満
了
に
伴
う
阿
蘇
市
長
選

挙
の
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
、

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方

は
、必
ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
１
月
19
日
木

　
　
　
　
午
前
10
時
～

●
と
こ
ろ　
市
役
所
２
階
会
議
室

※�

各
立
候
補
予
定
者
を
含
め
５
人

以
内
で
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

問
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
２
２
‐
３
２
３
９

平
成
29
年
阿
蘇
市
成
人
式

　
新
成
人
の
門
出
を
祝
う
成
人
式

を
下
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、対
象
者
の
方
々
に
は
、あ

ら
か
じ
め
案
内
状
を
送
付
し
て
い

ま
す
。不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
、左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
と
き　
１
月
８
日
日

　

�

午
後
１
時
開
式

　
（
正
午
か
ら
受
付
）

●�

と
こ
ろ　
阿
蘇
体
育
館（
阿
蘇

市
内
牧
）

●�

対
象
者　

▽�

平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

▽�

阿
蘇
市
内
中
学
校
卒
業
者
及
び

阿
蘇
市
在
住
の
人

問
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係　
　

☎
２
２
‐
３
２
２
９

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）

　
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
林
退
共
制
度

に
加
入
し
て
い
た
が
、退
職
金
を

ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
を
探

し
て
い
ま
す
。
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広
告

暮 ら し の 情 報

　
以
前
、林
業
の
仕
事
を
し
て
い

た
が
、ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入

し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い
方
に
つ

い
て
も
お
調
べ
し
ま
す
。

　
ま
た
、罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約

者
及
び
被
共
済
者
の
皆
さ
ま
に
対

し
、各
種
手
続
き（
共
済
手
帳
の
紛

失
、退
職
金
の
請
求
な
ど
）の
必
要

が
生
じ
た
場
合
は
、で
き
る
限
り

速
や
か
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、左
記
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問�

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構
林
業
退
職
金
共
済
事

業
本
部

☎
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
８
７

吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　
熊
本
県
で
は
、12
月
か
ら
２
月

ま
で
の
予
定
で
、建
築
物
の
ア
ス

ベ
ス
ト
使
用
実
態
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。建
築

物
の
所
有
者
な
ど
の
皆
さ
ま
に

は
、ア
ン
ケ
ー
ト
が
届
き
ま
し
た

ら
、ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、調
査
は
県
が
委
託
し
た

会
社（
国
際
航
業
株
式
会
社
）が
行

い
ま
す
が
、工
事
な
ど
の
業
者
斡

旋
は
一
切
行
い
ま
せ
ん
。

●�

対
象
建
築
物　
戸
建
住
宅
以
外

の
鉄
骨
造
や
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
等
の
建
築
物�

お
知
ら
せ

患者搬送サービスを
ご存知ですか？

救急車を必要としない緊急性のない方
の入院や転院、社会福祉施設への送迎
などの『患者搬送サービス』を行う一定
要件を満たした民間事業者を、「患者等
搬送事業者」として認定しています。
阿蘇広域消防本部管轄では 9月 1日付
けで、初めて下記の事業者を認定しま
した。
認定を受けた事業者の患者等搬送用自
動車には、応急手当などの講習を修了
した乗務員が乗車し、応急手当てに必
要な資器材を積載しています。
利用する場合は有料です。また、救急車
と同等の処置は行えませんので、緊急
を要する場
合は１１９
番通報をお
願いします。

●認定事業者（10月 31日時点）
福祉タクシースマイル　代表太田治彦
（阿蘇市黒川 969-2 ／ 0967-24-4624）

※�利用方法などの詳細は、事業者に直
接お問い合わせください。



●�

と
こ
ろ　
阿
蘇
み
ん
な
の
森　

森
林
学
習
展
示
館（
阿
蘇
い
こ

い
の
村
内
）

●
参
加
料　
１
０
０
円

●�

定
員　
20
人（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
）

●�

申
込　
住
所・
氏
名・
年
齢・
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、左
記
ま

で
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く

だ
さ
い
。

●
申
込・問
い
合
わ
せ

　
〒
８
６
９
‐
２
３
０
１

　
阿
蘇
市
内
牧
２
６
７
番
地
７

　
㈱
Ａ
Ｓ
Ｏ
ワ
ー
ク
ネ
ッ
ト

☎
３
２
‐
５
４
４
５

Ⓕ
３
２
‐
５
１
１
６
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暮 ら し の 情 報

問�

熊
本
県
土
木
部
建
築
住
宅
局
建

築
課
安
全
推
進
班

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
５
３
５

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　
放
送
大
学
で
は
平
成
29
年
度
第

１
学
期（
４
月
入
学
）の
学
生
を
募

集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
で
は
テ
レ
ビ
、ラ
ジ

オ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通

し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理・
教
育・
福
祉・
経
済・
歴

史・文
学・情
報・自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
出
願
期
間
は
、第
１
回
が
２
月

28
日
ま
で
、第
２
回
が
３
月
20
日

ま
で
。資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ

て
い
ま
す
。お
気
軽
に
放
送
大
学

熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
６

‐
３
４
１
‐
０
８
６
０
）ま
で
ご

募

集

請
求
く
だ
さ
い
。放
送
大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。自

然
と
ふ
れ
あ
う
体
験
会

～
ミ
ニ
門
松
づ
く
り
～

　
自
生
し
て
い
る
竹
や
松
、南
天

な
ど
を
使
っ
て
、お
正
月
に
欠
か

せ
な
い
ミ
ニ
門
松
を
作
り
ま
す
。

●
と
き　
12
月
18
日
日

　
午
前
11
時
～ 催

し

広
告

第11回阿蘇市民チャリティーゴルフ大会結果

　第 11 回阿蘇市民チャリティーゴルフ大会が 11 月 6 日、コス
ギリゾート阿蘇ハイランドゴルフコースで開かれました。
　市民相互の親睦を目的に市が毎年行う大会で、今回も、市内外
企業の皆さまにご協賛をいただき天候にも恵まれ 113 名の方々
に参加いただき、思い思いにプレーを楽しみ、チャリティーに協
力されました。
　なお、収益金 62,813 円は、阿蘇市社会福祉協議会に寄付しまし
た。成績は次のとおりです。

〈ネット部門〉
　優　勝
　　宇藤亜由美
　準優勝
　　佐藤順吉
　第３位
　　笹原美則
〈ベストグロス賞〉
　　杉本素一 優勝した宇藤さん (写真右）

税務課からのお知らせ

納税が困難な場合は
ご相談ください

　熊本地震の影響などで、納税が困難な状
況になられた場合は、税務課収税係に早急
にご相談ください。
　被害を受けられた状況などにより、納税
を猶予（分割納付）できる場合があります。
　相談がないまま納税が滞ると、滞納処分

（差押えなど）の対象になります。
　平日の昼間に市役所や各支所に来庁で
きない場合は、まずはお電話でご連絡くだ
さい。
【問い合わせ】税務課収税係☎ 22-3148
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人 権 作 文
家族や身近な人との関係を見つめ直し、
人権や差別について話し合う機会を持ちましょう。

人権について語り合いましょう

弟
が
生
ま
れ
た
日

内
牧
小
学
校
６
年　

村
岡
侑
空

　
ぼ
く
は
、四
人
兄
弟
の
二
番
目
で
す
。

中
学
生
の
お
ね
え
ち
ゃ
ん
と
、二
年
生

の
弟
、二
才
の
弟
が
い
ま
す
。そ
の
二

才
の
弟
が
生
ま
れ
た
時
の
こ
と
で
す
。

夕
方
、お
母
さ
ん
は
お
父
さ
ん
の
車
で
、

「
ち
ょ
っ
と
病
院
ま
で
い
っ
て
く
る

ね
。」と
言
っ
て
、出
か
け
て
い
き
ま
し

た
。病
院
は
熊
本
市
内
な
の
で
、一
時
間

ち
ょ
っ
と
か
か
り
ま
す
。と
ち
ゅ
う
で

お
母
さ
ん
は
弟
が
生
ま
れ
そ
う
に
な
っ

て
、病
院
ま
で
間
に
合
わ
な
い
と
思
い
、

「
救
急
車
を
呼
ん
で
。」と
言
い
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
は
と
て
も
あ
わ
て
て
救
急
車

を
呼
ん
だ
そ
う
で
す
。救
急
車
が
な
か

な
か
来
な
く
て
、車
の
中
は
と
て
も
大

変
だ
っ
た
そ
う
で
す
。お
父
さ
ん
は
病

院
の
先
生
と
電
話
で
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
連
絡
を
取
り
、「
生
ま
れ
た
場
合
は
、

背
中
を
た
た
い
て
く
だ
さ
い
。」と
言
わ

れ
、待
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。そ
し
て
、

救
急
車
が
来
て
、近
く
の
病
院
へ
運
ば

れ
ま
し
た
。家
に
連
絡
が
あ
っ
た
と
き
、

ぼ
く
は（
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
か
な
。）と
、

と
て
も
心
配
な
気
持
ち
で
し
た
。す
ぐ

に
病
院
に
行
き
た
か
っ
た
け
ど
、次
の

日
が
学
校
だ
っ
た
か
ら
、が
ま
ん
し
て

待
っ
て
い
ま
し
た
。

人 権 作 文 平成27年度　阿蘇市人権作文集「かけはし」より　※学年は平成27年度時点。

　

次
の
日
、お
母
さ
ん
か
ら
電
話
が

あ
っ
て
、元
気
だ
と
い
う
の
で
安
心
し

ま
し
た
。車
の
中
の
様
子
を
聞
い
た
と

き
は
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。病
院
の
先
生

の
話
を
聞
き
な
が
ら
、お
母
さ
ん
を
少

し
で
も
落
ち
着
か
せ
よ
う
と
し
た
お
父

さ
ん
は
す
ご
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
も
か
ん
ご
し
だ
っ
た
の
で
、

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
と
き
に
ど
う
い

う
行
動
を
す
れ
ば
い
い
か
知
っ
て
い
た

の
で
、よ
か
っ
た
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

弟
が
助
か
っ
て
と
て
も
安
心
し
ま
し

た
。

　

学
校
が
終
わ
っ
て
、お
じ
い
ち
ゃ
ん

と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
病
院
へ
連
れ
て

行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。げ
ん
か
ん
に

入
る
と
部
屋
の
外
ま
で
聞
こ
え
る
く
ら

い
大
き
な
声
で
泣
い
て
い
ま
し
た
。病

院
の
先
生
た
ち
み
ん
な
が
、「
ぼ
く
に

そ
っ
く
り
だ
ね
え
。」と
言
っ
て
い
ま
し

た
。と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

弟
は
、一
番
か
わ
い
く
て
、家
の
中
で

も
人
気
者
で
す
。ぼ
く
が「
お
は
よ
う
。」

と
言
う
と
、弟
も「
お
は
よ
う
。」と
言
い

ま
す
。ぼ
く
が
ソ
フ
ァ
ー
に
座
っ
た
り

寝
た
り
す
る
と
、弟
も
座
っ
た
り
寝
た

り
し
よ
う
と
し
ま
す
。ご
飯
を
こ
ぼ
し

て
逃
げ
て
行
っ
た
り
、み
ん
な
の
宿
題

に
落
書
き
を
し
た
り
、い
た
ず
ら
も
た

く
さ
ん
し
ま
す
。テ
レ
ビ
の
ア
ン
パ
ン

　
卒
業
ま
で
の
折
り
返
し
を
過
ぎ
た

十
月
。
自
分
の
家
族
の
こ
と
を
振
り

返
り
、
作
文
を
書
こ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
日
頃
は
作
文
な
ど

あ
ま
り
自
分
か
ら
書
こ
う
と
し
な
い

侑
空
く
ん
で
す
が
、
弟
さ
ん
に
対
す

る
気
持
ち
を
素
直
に
綴
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
文
章
か
ら
、
侑
空
く
ん
の
家

族
に
対
す
る
気
持
ち
を
た
く
さ
ん
感

じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
家
で

し
っ
か
り
お
兄
ち
ゃ
ん
を
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
と
想
像
で
き
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
家
族
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
な
が
ら
、
卒
業
へ
の
道

を
歩
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

マ
ン
や
ド
ラ
え
も
ん
が
大
好
き
で
、テ

レ
ビ
の
前
で
お
ど
っ
た
り
、ま
ね
し
た

り
し
て
い
ま
す
。

　

弟
が
い
と
こ
の
家
に
泊
ま
り
に
行
っ

た
と
き
は
、な
ん
だ
か
さ
み
し
く
て
、家

の
中
も
静
か
で
し
た
。弟
は
、み
ん
な
を

明
る
く
元
気
づ
け
て
く
れ
る
存
在
だ
と

い
う
こ
と
に
ぼ
く
は
気
が
つ
き
ま
し

た
。弟
が
い
る
と
、毎
日
毎
日
に
ぎ
や
か

で
楽
し
い
で
す
。早
く
大
き
く
な
っ
て

家
族
全
員
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

広
告
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平成 28 年度　阿蘇市病院職員採用試験
平成 28年度阿蘇市病院職員採用試験を下記のとおり実施します。

●第1次試験実施日　1月 22日（日）
●第1次試験地　阿蘇医療センター
●受付期間　12月 5日（月）～ 1月 6日（金）
　　　　　　午前 8時 30分～午後 5時（但し、年末年始（12/29 ～ 1/3）土・日曜日は除く）
　　　　　　※郵送申込みは、1月 6日（金）までの消印があるものに限り受け付けます。

●試験区分・受験資格
区　分 職　種 採用予定数 職務の概要等 受験資格

高卒程度 一般事務 2人程度 阿蘇医療センターで病院事
務に従事します。

平成 3年 4月 2日～平成 11年 4月
1日までに生まれた人

●申込書の請求方法

直接取りに来る場合 阿蘇医療センター事務部総務課に用意してあります。

郵送で請求する場合
封筒の表に「阿蘇市病院職員採用試験申込書請求」と朱書きし、140円切手を貼った宛
先明記の返信用封筒（Ａ 4サイズが入るもの）を同封の上、「〒 869-2225 阿蘇医療セ
ンター事務部総務課」に請求してください。

インターネットから
ダウンロードする場合

阿蘇医療センターのホームページ（http://aso-mc.jp/）にアクセスして、申込書（PDF
形式）をダウンロードしてください。なお、Ａ 4サイズの厚紙（官製はがき程度の厚さで
白紙）を使用してください。

上記試験の合格者は、2月下旬頃に阿蘇医療センターで第 2次試験（面接など）を実施します。

試験に関する問い合わせ　阿蘇医療センター事務部総務課　℡ 34-0312（ダイヤルイン）

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒・貸
費
学
生
採
用
試
験

高
等
工
科
学
校
と
は
、将
来
、陸
上
自
衛

隊
に
お
い
て
高
機
能
化・
シ
ス
テ
ム

化
さ
れ
た
装
備
品
を
駆
使・
運
用
す
る
と

と
も
に
、国
際
社
会
に
お
い
て
も
自
信
を

も
っ
て
対
応
で
き
る
自
衛
官
と
な
る
者
を

養
成
す
る
た
め
の
学
校
で
す
。

　
貸
費
学
生
制
度
と
は
、現
在
、大
学
お
よ

び
大
学
院（
専
門
職
大
学
院
を
除
く
）で
医

学
、歯
学
、理
学
、工
学
を
専
攻
し
て
い
る

学
生
で
、卒
業（
修
了
）後
、そ
の
専
攻
し
た

学
術
を
活
か
し
て
引
き
続
き
自
衛
隊
に
勤

務
す
る
意
志
を
持
つ
者
に
対
し
防
衛
省
よ

り
学
資
金
が
貸
費
さ
れ
る
制
度
で
す
。

高等工科学校生徒（一般） 貸費学生（技術）

募
集
人
員

約２６０名 約１０名（陸・海・空）

資
格 中卒（見込含む）、１７歳未満の男子

大学の理学部・工学部の３・４年次又
は大学院を終える年の４月１日現在
で２６歳未満・大学院修士課程在学
者は２８歳未満

受
付
期
間

１１月１日（火）～１月６日（金） １１月１日（火）～１月１０日（火）

試
験
期
日

（１次試験）
１月２１日（土）
（試験場）
阿蘇市

（２次試験）
２月２日（木）～５
日（日）のうち指定

する１日

１月２８日（土）
（試験場）

　　　　陸上：健軍駐屯地
　　　　海上：徳島基地

試
験
種
目

国・社・数・理・英（択
一式）・作文（５００

字程度）
（１次合格者）
口述試験・身体検査

英・数・物・化・小論文・口述試験・身体
検査

待
遇
等

※生徒手当　月額９８, ５００円
※期末手当　２回（６月・１２月）
※週休２日制、祝日・年末年始休暇等

４月分から正規の終業年限を終わる
月まで毎月５４，０００円貸与

＜問い合わせ＞自衛隊熊本地方協力本部阿蘇地域事務所　☎22-4575



塗装・防水工事・メンテナンス

株式会社

〒869-2302

熊本県阿蘇市三久保448番地22

web    http;//www.aso-inoue.com/

E-mail info@aso-inoue.com

塗装内容

（屋根・壁・破風板・軒天・デッキ・塀・他）

防水内容

（雨漏れ調査・屋上・ベランダ・コーキング・他）
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Aso Medical Center

地域医療！ 蘇 医 療 セ阿 通
ン タ ー

信阿蘇医療センター
〶 869-2225　阿蘇市黒川 1266
☎ 34-0311 ／Ⓕ 34-2273 #14

が
ん
化
学
療
法
と
は

　

が
ん
化
学
療
法
と
は
、抗

が
ん
剤
・
分
子
標
的
治
療
薬

を
用
い
て
が
ん
を
治
療
す
る

こ
と
を
言
い
ま
す
。抗
が
ん

剤
に
は
、が
ん
細
胞
の
増
殖

を
抑
え
た
り
、再
発
や
転
移

を
防
い
だ
り
す
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。手
術
治
療
や
放
射

線
治
療
が
、が
ん
に
対
す
る

直
接
的
・
局
所
的
な
治
療
で

あ
る
の
に
対
し
、化
学
療
法

で
は
、よ
り
広
い
範
囲
に
治

療
の
効
果
が
及
ぶ
こ
と
が
期

待
で
き
ま
す
。

当
院
の
化
学
療
法
室

の
現
状

　

現
在
の
化
学
療
法
室
は
、

湯
本
医
師
が
火
曜
日
の
午

後
、中
川
医
師
が
火
曜
日
と

木
曜
日
の
午
前
中
、近
本
医

師（
熊
本
大
学
医
学
部
附
属

病
院
か
ら
の
非
常
勤
医
師
）

が
水
曜
日
の
午
後（
第
３
週

の
み
火
曜
日
の
午
後
）に
、消

地
域
中
核
病
院
と
し
て
の
役
割

外
来
が
ん
化
学
療
法
の
ご
案
内

化
器
科
や
呼
吸
器
科
の
治
療

を
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

乳
腺
内
分
泌
科
の
治
療
も
実

施
で
き
る
よ
う
に
な
り
、分

野
を
広
げ
て
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。

　

当
院
の
が
ん
化
学
療
法
看

護
分
野
の
認
定
看
護
師
は
、

が
ん
化
学
療
法
に
よ
る
治
療

を
受
け
る
こ
と
を
決
め
ら
れ

た
患
者
様
や
ご
家
族
が
安
心

し
て
治
療
が
受
け
ら
れ
、安

全
で
確
実
な
治
療
を
実
施
す

る
こ
と
を
目
標
に
、薬
剤
の

投
与
管
理
や
副
作
用
対
策
な

ど
の
看
護
を
実
践
し
て
い
ま

す
。

広
告

が
ん
診
療
連
携
拠
点

病
院
と
の
連
携

　

当
院
は
、国
・
県
が
定
め
る

が
ん
対
策
の
基
本
的
施
策
の

ひ
と
つ
で
あ
る「
が
ん
医
療

の
均
て
ん
化
の
推
進
」に
取

り
組
み
、主
に
熊
本
市
内
の

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院

（
熊
大
病
院
、熊
本
医
療
セ
ン

タ
ー
、熊
本
市
民
病
院
、済
生

会
熊
本
病
院
、熊
本
赤
十
字

病
院
）と
連
携
で
き
る
体
制

を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、阿
蘇
地
域
の
中
核

病
院
と
し
て
、が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院
の
指
定
も
目
指

し
て
い
ま
す
。

が
ん
化
学
療
法
レ
ジ

メ
ン
※

管
理
委
員
会

　

当
院
は
、本
年
７
月
か
ら

日
本
病
院
薬
剤
師
会
が
ん
専

門
薬
剤
師
の
経
験
を
有
す
る

近
藤
元
三
薬
剤
部
長
を
中
心

に
委
員
会
を
発
足
し
、さ
ら

に
が
ん
化
学
療
法
を
安
全
か

つ
適
正
に
管
理
す
る
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。

当院の化学療法室

近本医師（熊大病院、写真
右）とがん化学療法看護認
定看護師の佐藤看護師長

熊本地震の影響による JR 豊肥本
線・国道 57 号線の不通など交通

事情悪化に伴い通院が困難な方など
で当院での治療をご希望される場合
は、かかりつけの担当医師へご相談の
うえ、お気軽にお問い合わせください。
外来化学療法室☎ 34-0311　
がん化学療法看護認定看護師、佐藤美
和看護師長

※�

レ
ジ
メ
ン
　
が
ん
治
療
で
、

投
与
す
る
薬
剤
の
種
類
や

量
、期
間
、手
順
な
ど
を
時

系
列
で
示
し
た
計
画
書
。



借金、離婚、相続、遺言、交通事故、刑事･･･など、ひとりで悩まずお気軽にご相談下さい。

受付時間：平日９時～１７時１５分　ＴＥＬ：０９６７－２２－５２２３　※完全予約制です。

※経済的に余裕がない方は、法テラスの無料法律相談

制度をご利用になれることがあります。

法律相談料が変わりました。

・初回相談が、３０分まで無料になりました！

・初回３０分超また２回目以降は３０分３５００円です。

※経済的に余裕がない方は、法テラスの無料法律相談

制度をご利用になれることがあります。お問合せ下さい。

阿蘇地域に根ざした法律事務所です。

阿蘇ひまわり基金法律事務所

〒869-2612　阿蘇市一の宮町宮地2005-8-203（阿蘇市商工会一の宮支所となり）

熊本県弁護士会所属
弁護士　森　あい（もり　あい）

熊本県弁護士会所属
弁護士　森　あい（もり　あい）
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年末年始休館のお知らせ

阿蘇・一の宮地区（12 月 2 日金・1 月 6 日金）

竹原公民館　　　　  9:40 ～ 10:00
　　▼
坊中公民館　　　　10:10 ～ 10:30
　　▼
佐伯商会前　　　　10:35 ～ 10:50
　　▼
赤水駅前　　　　　11:15 ～ 11:35
　　▼
宮本酒店前　　　　11:40 ～ 12:00
　　▼
西役犬原公民館　　13:40 ～ 14:00
　　▼
坂梨公民館　　　　14:20 ～ 14:40
　　▼
古城公民館　　　　15:00 ～ 15:20

波野保健福祉センター　11:40 ～ 12:00

Aso Library News図書館へ行こう！
問阿蘇図書館 ☎ 32-0067 ／一の宮図書館 ☎ 22-2916 http://www.aso-lib.jp/

読書感想文コンクール受賞者library�informationお 知 ら せ

bookmobile移動図書館

波野地区（12 月 6 日火・1 月 17 日火）

※�天候や道路状況により巡回を中止することもあり
ますのでご了承ください。
※�移動図書館に関するお問い合わせは、阿蘇図書館
（☎３２‐００６７）にお願いします。

１２月２８日から１月４日まで年末年始のため休館
します。返却は玄関横返却ポストへお願いします。

広
告

おはなしアップルのクリスマスおはなし会
おはなしボランティアアップルのおはなし会を開
催！皆さん、ぜひご参加ください。
●と　き　12 月 17 日土 午後２時から
●ところ　阿蘇図書館研修室

図書館まつり、たくさんのご参加ありがとうございました
10 月 23 日に開催した阿蘇市図書館まつりでは、開
催時刻前から会場入り口に行列ができ、古本リサイ
クル、ボランティアグループおはなしアップルのお
はなし会、体験コーナーのプラバン作りや科学遊び
など、多くの人で賑わいました。

第 12 回阿蘇市読書感想文コンクールは、全 71
点の応募があり、厳正な審査の結果、13 点を
入賞に選びました。
市長賞を受賞した作品は本誌 2 月号で、全文掲
載します。入賞者は以下のとおりです。

河津玄徳 （阿蘇小５年）
高橋　麗 （一の宮中３年）

ごとうりなこ （一の宮小１年）
鍋島颯汰 （阿蘇小２年）
藤井晴乃 （一の宮小３年）
佐藤文香 （一の宮小４年）
早瀬茉優 （一の宮小５年）
泊　啓太 （阿蘇小６年）

三村きらり （一の宮中１年）
小関良々 （阿蘇中２年）
岩下美羽 （波野中３年）
坂本　唯 （阿蘇中央高校 2 年）

工藤　史晴　 （一の宮中２年）

●阿蘇市長賞

●阿蘇市教育長賞

●図書館長賞

１１月１２日に行われた表彰式で、市長賞を
受賞した河津さん（中央）と高橋さん（右）
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相　談

●１２月　６日㊋　７～８カ月児健診
●１２月１３日㊋　４カ月児健診
●１２月１３日㊋　もうすぐ 1歳健診
●１２月２０日㊋　３歳児健診
●１２月２７日㊋　１歳６カ月児健診

●１２月　４日㊐　坂梨ハートクリニック　☎ 24-6262
●１２月１１日㊐　たくもと小児科ｸﾘﾆｯｸ　☎ 34-2202
●１２月１８日㊐　眼科古嶋医院　　☎ 34-0048
●１２月２３日㊎　家入整形外科　　☎ 32-0048
●１２月２５日㊐　古閑医院　　　　☎ 22-3000
●１２月３０日㊎　松見内科クリニック　☎ 22-0260
●　　　〃　　　　問端内科　　　　☎ 32-0102
●　　　〃　　　　阿蘇温泉病院　　☎ 32-0881
●　　　〃　　　　たくもと小児科クリニック　☎ 34-2202
●１２月３１日㊏　松見内科クリニック　☎ 22-0260
●　　　〃　　　　阿蘇温泉病院　　☎ 32-0881
●　１月　１日㊐　松見内科クリニック　☎ 22-0260
●　　　〃　　　　阿蘇温泉病院　　☎ 32-0881
●　１月　２日㊊　栗林内科医院　　☎ 24-1024
●　　　〃　　　　阿蘇温泉病院　　☎ 32-0881
●　１月　３日㊋　大阿蘇病院　　　☎ 22-2111
●　　　〃　　　　阿蘇温泉病院　　☎ 32-0881
●　　　〃　　　　たくもと小児科クリニック　☎ 34-2202

在宅医

健　診

心配ごと相談
●12月15日㊍・1月5日㊍　9:30～12:00　阿蘇保健福祉センター
　問阿蘇市地域包括支援センター　☎ 32-5122
法律相談（民事・家事・刑事等に関すること）
●1月 5日㊍　9:30 ～ 12:00　阿蘇保健福祉センター
　問阿蘇市地域包括支援センター　☎ 32-5122
年金出張相談 ( 国民年金・厚生年金）
●12月 5日㊊・19日㊊　一の宮保健センター
●12月 12日㊊・26日㊊　農村環境改善センター
※時間はいずれも 10:00 ～ 15:00　
　問熊本東年金事務所　☎ 096-367-2503
消費生活相談
●12月 7日㊌・21日㊌　10:00 ～ 15:00　内牧支所
　問阿蘇市生活相談センター　☎ 22-3364
認知症カフェ（相談や悩みを語り合える憩いの場）
●12月 7日㊌�10:00 ～ 13:00　阿蘇保健福祉センター
●12月 8日㊍�10:00 ～ 13:00　一の宮高齢者センター
　問阿蘇市地域包括支援センター　☎ 32-5122
障がい者相談（就業・生活）
●12月 20日㊋　10:00 ～ 12:00　阿蘇市役所
　問市役所福祉課　☎22-3167
あそ若者就労相談会
●12月 12日㊊・26日㊊　10:00 ～ 16:00　ハローワーク阿蘇
　問たまな若者ｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ�☎ 0968-74-0007

子育て

のんびり広場 ( 波野保育園内☎ 24-2800）
●１２月　７日㊌　クリスマスリースを作ろう
●１２月１０日㊏　餅つきに参加しよう
●１２月１４日㊌　そば打ち体験をしてみよう
●１２月２１日㊌　クリスマスパーティー・誕生会・計測日
●　１月　４日㊌　お正月遊びをしよう

すくすく広場 ( 一の宮子育て支援センター☎ 22-4539）
●１２月　６日㊋　お茶ごっこ
●１２月　８日㊍　にこにこクッキング
●１２月１３日㊋　カレンダーを作ろう
●１２月１５日㊍　編み物をしよう
●１２月２０日㊋　編み物をしよう
●１２月２２日㊍　お正月飾りを作ろう
●　１月　５日㊍　お正月遊びをしよう

ぴよぴよ広場 ( 阿蘇市子育て支援センター☎ 32-3843）
●１２月　５日㊊　簡単ケーキ作り・お話会
●１２月　７日㊌　計測日・親子触れ合い体操・試食会
●１２月１４日㊌　誕生会・クリスマスお楽しみ会
●１２月２１日㊌　ハンドメイド
●１２月２２日㊍　料理教室・簡単手軽なおせち作り
●１２月２８日㊌　おしゃべりタイム
●　１月　４日㊌　計測日・お正月遊び

※場所 : 一の宮保健センター（☎ 22-5088）
※対象者には個別に通知しています。

要予約
要予約

要予約

※診療時間 : 午前 9時～午後 5時
※受診の際は必ず保険証をご持参ください。

く ら し カ レ ン ダ ー お 慶 び 寄 付＆

要予約

献 血

●１２月２日㊎　大阿蘇病院　　　　　9:45 ～ 12:00
　　　　　　　　　　　東京応化工業㈱　　　13:30 ～ 16:00
●１２月８日㊍　阿蘇市役所　　　　　9:45 ～ 16:00

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約
要予約

催 し

●�１２月　４日㊐　阿蘇市民地域対抗駅伝大会（市役所スタート・ゴール）
●�　１月　８日㊐　阿蘇市成人式（阿蘇体育館）



松川 誠　　・　中川 佳美　　　　(東 3 区)
岩下 允　　・　北里 さゆり　　　(古神1区)
髙橋 哲　　・　青木 薫子　　　　(塩 塚)
横田 健生　・　井 善恵　　　　　(内牧2区)
日田 大輔　・　井上 奈美　　　　(内牧5区)
山﨑 航　　・　平田 あゆみ　　　(内牧5区)
浅久野 衛　・　岩下 美雪　　　　(西 小 園)
荒木 鉄成　・　富永 理那　　　　(竹 原)

　　氏名　　　　　　　　　  行政区

結　婚

米　寿

江藤 マサヱ

山口 ツヤ子

丸野 義宗

新谷 幸子

宮崎 弘昭

佐藤 トミ子

木山 千秋

嶋田 キミエ

(町2区)

(北2区)

(古神2区)

(古神3区)

( 馬 場 )

( 馬 場 )

(内牧5区)

(黒流町)

森 チヨ

荒木 キヨ子

井澤 昭信

髙津 酉一

松本 包

岩永 濱子

平野 萬歳

(下役犬原)

( 竹 原 )

( 坊 中 )

(北黒川)

( 乙 姫 )

( 赤 水 )

(赤仁田)

氏名（行政区） 氏名（行政区）

寄　付

【阿蘇市社会福祉協議会（香典返し）】
寄付者

岩下　フヨ子
和田　長次
池田　洋一
宮本　良二
池田　エツ子
江藤　ヒサエ
緑　眞一郎
西田　満士
小野　文代
藤原　勲
山本　清澄

（行政区）
(東１区)
(古城５の１区)
(上西河原)
(下西河原)
(内牧2区)
(内牧5区)
(西小園)
(小野田町)
( 蔵 原 )
( 赤 水 )
( 的 石 )

物故者
キミ
ハナ
則光
基義
延幸
登
澄雄
ケサモ
チミ子
帝子
チズエ

続柄
亡母
亡母
亡父
亡父
亡夫
亡夫
亡父
亡母
亡母
亡妻
亡母

赤ちゃん

（昭和3年11月生まれ）

（10月 31日受付分まで）

（10月 31日受付分まで）

（10月 31日受付分まで）

赤ちゃん 誕生日 パパ・ママ　 (行政区)
下村 穂

ほ だ か

高くん

梅木 愛
あ ら ん

蘭くん

池田 楓
か り ん

梨ちゃん

中島 楓
かえで

ちゃん

後藤 環
か ん な

奈ちゃん

今村 環
た ま き

希ちゃん

井 美
み の り

乃莉ちゃん

浅川 結
ゆ う や

哉くん

片嶋 明
あ か り

莉ちゃん

井 海
か い り

李くん

長町 柚
ゆ ず か

子華ちゃん

9月25日

9月25日

9月29日

10月1日

10月3日

10月9日

10月10日

10月12日

10月13日

10月17日

10月22日

(北黒川)

(東3区)

( 乙 姫 )

(分1区)

(古城5の1区)

( 成 川 )

( 小 里 )

(内牧2区)

( 小 池 )

(東黒川)

( 的 石 )

純 平

準 平

茂

大 作

翼

浩 司

直 喜

拓 哉

春 樹

雅 央

弘

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

由 唯

桃 子

綾 乃

安 奈

麻 美

真佐子

成 美

真里恵

明 菜

り な

美 華
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（2016年10月31日時点）
人口 （男性） （女性） 世帯

人数・世帯数 27,278 人 12,919 人 14,359 人 11,392 世
帯

前月比 37 人 減 18 人 減 19 人 減 6 人 減

出生 死亡 転入 転出

16 人 25 人 59 人 69 人

人の動き

※�本ページ内の氏名は敬称を省略させていただいています。また、各情報は希望者のみ掲載しています。

（10/1 ～ 10/31）

11月1日㈫～12月31日㈯

スタンプ（QRコード）が設置してある店
舗でQRコードを読み取り、デジタルス
タンプを集めてください。獲得ポイント
ごとに豪華景品が当たるチャンス！

市商工会青年部　☎22-0789
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材　料（４人分）　
●猪肉　●ゴボウ　●ハクサイ　
●ニンジン　●シイタケ　●ネギ
●豆腐　●ダイコン
●白味噌 適量　●醤油 少々

肥後銀行 宮地支店　勤務

食生活改善推進員協議会
地

産 地 消

C ooking!

趣味　旅行　　特技　バレー

好きな人のタイプ　優しい人

好きな言葉　一日一善

阿蘇の好きなところ　�自然が多く豊かなところ

仕事の内容　�銀行業務

仕事で日頃から心がけていること　�一生懸命すること

問一の宮保健センター　☎ 22-5088

阿蘇市で働く元気な若者を紹介！

フレッシュマン
さわやか

フレッシュマン

大塚�ちなみさん（24歳）　住所 : 南宮原

一言コメント　�商店街も近く、活気のある職場です。お客様の身近な存在になれるよう笑顔の多い
　　　　　　　親しみやすい職場を目指しています。

作 り 方　
❶�猪肉を筋に沿って切り、昆布で出汁をった鍋に入れた後、

猪肉の臭みをとるためにゴボウを入れる。
❷�ハクサイ、ダイコンを入れ、しばらく煮込んだらアクを取

り除く。
❸�十字に切れ目を入れたシイタケを入れ、ニンジンとねぎ

を入れて再度沸騰させる。
❹�沸騰したら、ハクサイを茎の部分から先に入れた後、葉を

入れ、大きめに切った豆腐を入れる。
❺�白味噌を入れ醤油で味を調えて混ぜ合わせた後、香りづ

けにネギを入れてできあがり。

市場にはなかなか出回らない猪肉。味噌との
相性も良く、冬の鍋料理にはピッタリ。身体
を温める効果のある根菜野菜などと一緒にど
うぞ。

し し 味 噌 煮 込 み 鍋
WebTV アソ
動 画

阿蘇市で働く元気なフレッシュマンを募集しています！自薦他薦は問いません。
[ 対象 ] ①阿蘇市民 ②阿蘇市内で働く人 ③仕事を始めて５年以内 ④おおむね 30 歳未満の男女
[ 問い合わせ ] 総務課秘書広報係 ☎ 22-3111　（メール）pr@city.aso.lg.jp

WebTV アソ
動 画
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お好みの量で
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24　中岳噴火とジオパーク
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阿蘇市ホームページ 
　http://www.city.aso.kumamoto.jp/
阿蘇市Facebookページ
　http://www.facebook.com/asocity

中岳の活動は今後どうなる？～前回の活動期との比較～

阿蘇地域は平成 26 年９月２３日（日本時間）、世界ジオパークネットワークに加盟認定されました。
本ページでは、阿蘇ユネスコジオパークの見どころ「ジオサイト」を毎月紹介していきます。

探 訪

　ことし 10 月 8 日の大規模噴火以来、目立った活動は見られない中岳火口ですが、今後、どうなっていくの
でしょうか？　もちろん火山のことなので確かな予測をすることはできません。しかし、現在の状況をしっ
かりと観測していくこと、また過去の噴火活動の推移と比較してみることなどによって、今後の活動を予測
することはある程度可能です。ここでは、前回の活動期（1988 年～ 1995 年）と、今回の活動期（2013 年以降）
との比較をしてみたいと思います。
　図にあるように、前回の活動は盛衰を繰り返しながら約 7 年間続きました。しかし、活動の中心は 1989 年
秋頃の約 2 カ月間です。その後はマグマの残り物による余熱活動であると考えられています。今回も、活動
の中心は 2014 年秋から 15 年春にかけての 6 カ月ほどの短い間でした。その後は、やはり余熱活動が続いて
いるものと考えられます。10 月 8 日の噴火もその一環で、その後、新たなマグマ活動は見られていません。
　このようなことから、今回の噴火活動はもうしばらくの間余熱活動として続く可能性があります。そのな
かでは、これまでと同様、爆発的噴火が発生する可能性がありますので、もうしばらくの間は注意しておく
必要があると考えられます。　　　（原稿執筆：阿蘇ジオパーク推進協議会事務局長 池辺伸一郎）


